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東
運
ࢧ
局
・
東
ト
ڠ
が
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
࣮
施

東
ト
ڠ
、ద
ਖ਼
化
事
業
指
ಋ
ҕ
һ
会
を
開
催

関
運
局
自
動
車
運
転
者
局
長
ද
জ
ࣜ

国
土
交
通
大
ਉ
ද
জ
15
人
が
受
৆

全
ト
ڠ
、第
30
回
事
業
者
大
会
を
開
催

２４６７７

東
ト
ڠ
青
年
部

（
ࠤ
౻
文
平
本
部
長
）

は
、
令
和
７
年
度
事

業
の
社
会
ߩ
ݙ
׆
動

の
一
؀
と
し
て
、
６

年
１
月
の
能
登
൒
島

地
਒
で
ඃ
ࡂ
し
た
石

川
ݝ
ྠ
島
市
の
小
・

中
学
ߍ
12
ߍ
に
対
し

て
、
ࢧ
ԉ
׆
動
を
行

う
プ
ロ
δ
ỻ
ク
ト
を

新
た
に
展
開
し
て
い

る
。
そ
の
取
り
૊
み

の
第
１
஄
と
し
て
10

月
９
日
、
ྠ
島
市
６

小
学
）ߍ
Ծ
শ
）で

寄
ଃ
ࣜ
を
行
い
、
ࠤ

に
、
デ
δ
タ
ル
カ
ϝ
ラ
３
台

を
寄
ଃ
し
た
。
寄
ଃ
品
は
、

小
学
ߍ
か

ら
の
要
๬

に
ج
づ
い
て
青
年
部
チ
Ỿ
リ

テ
ィ
ゴ
ル
フ
で
の
ื
ۚ
を
׆

用
し
た
も
の
。

現
在
、
同
小
学
ߍ
は
市
内

６
つ
の
小
学
ߍ
が
集
ま
り
、

河
井
小
学
ߍ
グ
ラ
΢
ン
ド
内

の
Ծ
設
ߍ
ࣷ
で
約
４
０
０
人

の
児
ಐ
が
合
同
で
学
ߍ
生
׆

を
送
っ
て
い
る
。

寄
ଃ
ࣜ
後
、
ࠤ
౻
本
部
長

を
は
じ
め
青
年
部
װ
部
ら

は
、
Ծ
設
ߍ
ࣷ
内
の
त
業
の

様
子
を
見
学
。
෌
水
ߍ
長
、

平
田
՝
長
か
ら
ྠ
島
市
の
学

ߍ
運
営
の
現
状
や
今
後
の
ํ

਑
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た

ほ
か
、
࠙
談
で
は
ඃ
ࡂ
当
時

台
風
22
・
23
߸
に
よ
り
ਙ

大
な
ඃ
֐
を
受
け
た
ҏ
౾
ॾ

島
・
八
ৎ
島（
八
ৎ
島
八
ৎ

町
）へ
の
ٹ
ԉ
物
資
輸
送
で

は
、
東
ト
ڠ
と
東
京
都
と
の

「
ࡂ
֐
時
に
お
け
る
広
域
輸

送
ج
地
か
ら
の
物
資
輸
送
౳

に
関
す
る
ڠ
定
」に
ج
づ
き
、

多
摩
ࢧ
部
会
һ
事
業
者
の
10

㌧
ト
ラ
ッ
ク
３
台
が
出
動
。

本
部
৬
һ
１
人
、
ࢧ
部
৬
һ

１
人
、
運
転
者
３
人
、
フ
Ỽ

ー
ク
リ
フ
ト
作
業
һ
１
人
の

人
һ
を
動
һ
し
た
。

当
日
は
、
都
の
要
੥
を
受

け
た
東
ト
ڠ
の
人
һ
が
作
業

手
ॱ
を
立
Ҋ
し
、
๷
ࡂ
૔
庫

内
に
ύ
レ
ッ
ト
ੵ
み
さ
れ
た

ٹ
ԉ
物
資
を
、
配
උ
さ
れ
て

い
る
フ
Ỽ
ー
ク
リ
フ
ト
や
ハ

ン
ド
リ
フ
ト
を
使
い
、
ト
ラ

ッ
ク
に
ੵ
ࡌ
し
た
。

ٹ
ԉ
物
資
は
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
ҿ
ྉ
水
・
カ
ッ
プ
໙・

ӫ
ཆ
ิ
助
食
品・
θ
リ
ー
ҿ

ྉ
な
ど
の
食
ྉ
品
や
、
割
り

സ
・
ス
プ
ー
ン
・
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
ύ
ー
・
΢
エ
ッ
ト
テ

ィ
ッ
γ
ュ
・
ボ
デ
ィ
γ
ー
ト

な
ど
の
生
׆
用
品
、ゴ
ミ
ା・

土
の
う
ା
・
܉
手
な
ど
෮
چ

用
品
を
合
わ
せ
て
3ý
ύ
レ
ッ

ト
分
に
上
っ
た
。

こ
れ
ら
の
ٹ
ԉ
物
資
は
、

都
と
大
手
ス
ー
ύ
ー
や
ί
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
の

「
ࡂ
֐
時
に
お
け
る
物
資
の

調
達
ࢧ
ԉ
ڠ
力
に
関
す
る
ڠ

定
」
に
よ
り
調
達
さ
れ
、
輸

送
前
日
の
15
日
ま
で
に
๷
ࡂ

૔
庫
へ
ൖ
入
さ
れ
て
、
都
৬

һ
に
よ
り
࢓
分
け
・
ύ
レ
ッ

ト
ੵ
み
・
ラ
ッ
プ
ֻ
け
な
ど

の
ൃ
送
準
උ
が
行
わ
れ
て
い

た
。そ

の
後
、
東
ト
ڠ
輸
送
ୂ

の
ۓ
急
物
資
輸
送
を
示
す
大

型
γ
ー
ル
を
ష
෇
し
た
ト
ラ

ッ
ク
が
、
立
川
市
か
ら
ߓ
区

ま
で
૸
行
し
た
。
な
お
、
都

内
で
の
大
ن
໛
ࡂ
֐
の
ൃ
生

時
に
は
道
࿏
で
通
行
ن
制
が

想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
場
合
の
輸
送
時
に
は
ܯ
察

ॺ
で
ۓ
急
輸
送
車
྆
の
ඪ
章

の
ൃ
行
が
ඞ
要
と
な
る
。

配
送
ઌ
の
東
海
ؿ
ધ
ࣳ
Ӝ

営
業
所
で
は
、
ٹ
ԉ
物
資
を

ߓ
湾
作
業
һ
が
フ
Ỽ
ー
ク
リ

フ
ト
で
ੵ
み
お
ろ
し
、
ί
ン

テ
ナ
へ
の
ੵ
み
ସ
え
作
業
が

行
わ
れ
た
。

大
ن
໛
ࡂ
֐
の
ൃ
生
時
に

は
、
国
や
他
ݝ
か
ら
の
๲
大

な
量
の
物
資
ڙ
څ
が
ඞ
要
と

な
る
こ
と
か
ら
、
都
か
ら
の

要
੥
に
֤
ػ
関
が
ਝ
଎
に
対

Ԡ
し
、
ඃ
ࡂ
地
へ
の
ٹ
ԉ
物

資
輸
送
を
ԁ
滑
に
行
う
こ
と

で
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
は
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
こ
と
と
な
る
。

な
お
、
今
回
の
ٹ
ԉ
物
資

輸
送
で
は
、
東
ト
ڠ
以
外
の

ڠ
定
ஂ
体
に
よ
り
青
ヶ
島
向

け
の
ٹ
ԉ
物
資
輸
送
も
行
わ

れ
て
い
る
。
ඃ
ࡂ
地
で
は
෮

چ
作
業
が
進
め
ら
れ
る
中
、

島
民
の
生
׆
を
क
る
た
め
、

֤
ํ
面
で
ٹ
ԉ
׆
動
が
継
続

さ
れ
て
お
り
、
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
は
そ
れ
ら
を
ࢧ
え
る
た

め
、日
々
׆
༂
し
て
い
る
。

東
ト
ڠ
は
こ

の
ほ
ど
、
東
ト

ڠ
ϗ
ー
ム
ペ
ー

δ（
Ｈ
̥
）で

「
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
ό
ー
の
ト

イ
レ
事
情
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」

（
ࠓ
߸
ʹ
ν
ラ

γ
Λ
ಉ
෧
）を

࣮
施
し
て
い

る
。
会
һ
事
業

者
に
所
ଐ
す
る

自
由
民
ओ
ౘ
新
総
ࡋ
の
高

市
ૣ
බ
ऺ
ٞ
Ӄ
ٞ
һ（
ಸ
良

ݝ
２
区
、ý4
ࡀ
）

が
、
10
月
21
日

ঌ
集
の
臨
時
国

会
で
第
１
０
４

୅
内
閣
総
理
大
ਉ
に
指
名
さ

れ
、高
市
内
閣
が
ൃ
足
し
た
。

こ
れ
に
൐
い
、
新
内
閣
の

国
土
交
通
大
ਉ
に
は
、
自
民

ౘ
の
ۚ
子
ګ
之
ऺ
ٞ
Ӄ
ٞ
һ

（
۽
本
ݝ
４
区
、ý4
ࡀ
）が
ब

೚
し
た
。

運
行
中
の
ト
イ
レ
利
用
に
つ

い
て
、
ᶊ
業
຿
中
・
運
行
中

に
利
用
す
る
ト
イ
レ
の
設
置

場
所
に
つ
い
て
、
ᶋ
直
近
の

３
か
月
間
で
業
຿
中
・
運
行

中（
待
ػ
時
を
含
む
）に
、ト

イ
レ
利
用
で
ࠔ
っ
た
こ
と
が

あ
る
か
な
ど
に
つ
い
て
回
答

す
る
。
回
答
の
所
要
時
間
は

３
～
５
分
ఔ
度
。

回
答
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
フ

Ỽ
ー
ム
か
ら
。
下
記
ೋ
࣍
元

ί
ー
ド
ま
た
は
、
東
ト
ڠ
Ｈ

̥
に
も
リ
ン
ク
ઌ
を
掲
ࡌ
。

回
答
期
日
は
、
第
１
࣍
క

め
੾
り
ử
11
月
30
日
、
第
２

࣍
క
め
੾
り
ử
12
月
2ý
日
。

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
で
は

深
刻
な
人
手
不
足
が
続
く

中
、
女
ੑ
ド
ラ
イ
ό
ー
の
׆

༂
が
஫
目
を
集
め
て
お
り
、

女
ੑ
部（
原
ྰ
子
本
部
長
）

で
は
、
女
ੑ
の
׆
༂
ଅ
進
お

よ
び
δ
ỻ
ン
ダ
ー
ओ
流
化
に

向
け
た
取
り
૊
み
を
展
開
し

て
い
る
。

東
ト
ڠ
で
は
そ
の
一
؀
と

し
て
、
உ
女
を
問
わ
ず
、
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
ό
ー
と
し
て

ۈ
຿
す
る
上
で
、
ඞ
要
不
可

ܽ
と
な
る
৐
຿
中
の
ト
イ
レ

問
題
に
つ
い
て
࣮
態
を
೺
Ѳ

し
、
今
後
の
改
善
ࡦ
な
ど
を

ݕ
౼
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
る
。

調
査
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
、
東
ト
ڠ
業
຿
部
ڭ
ҭ

研
म
・
輸
送
（̜
ὸ
03
・
３

３
５
９
・
４
１
３
７
）

の
状
況
な
ど
の
話
を
࢕
っ

た
。青

年
部
で
は
、
ྠ
島
市
内

に
合
わ
せ
て
12
ߍ
の
小
・
中

学
ߍ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
来

年
度
以
߱
も
ຖ
年
２
ߍ
に
対

し
て
ࢧ
ԉ
׆
動
を
続
け
て
い

く
予
定
で
、６
年
に
わ
た
る

プ
ロ
δ
ỻ
ク
ト
と
な
る
。
ඃ

ࡂ
地
を
訪
問
し
、
何
が
で
き

る
か
ݕ
౼
を
ॏ
ね
、
地
域
の

ະ
来
を
୲
う
子
ど
も
た
ち
へ

の
ࢧ
ԉ
を
ܾ
め
た
も
の
。

な
お
、
今
回
の
小
学
ߍ
訪

問
に
は
、
ࠤ
౻
本
部
長
を
は

じ
め
、
֤
෭
本
部
長
、
װ
事

ら
が
参
加
し
た
。

ド
ラ
イ
ό
ー
を
対
象
に
、
ؼ

庫
後
の
৐
຿
後
఺
ݺ
時
な
ど

に
、
回
答
す
る
よ
う
調
査
へ

の
ڠ
力
を
ݺ
び
か
け
て
い

る
。調

査
は
、
ド
ラ
イ
ό
ー
が

ス
マ
ー
ト
フ
Ỽ
ン
や
ύ
ι
ί

ン
な
ど
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
フ

Ỽ
ー
ム
に
ア
ク
セ
ス
し
て
回

答
す
る
形
ࣜ
で
、ᶃ
ੑ
別（
೚

ҙ
）、ᶄ
年
齢（
年
୅
）、ᶅ
ド

ラ
イ
ό
ー
経
ྺ
、
ᶆ
営
業
所

の
所
在
地
、
ᶇ
運
転
す
る
ト

ラ
ッ
ク
の
छ
類
、
ᶈ
業
຿
形

態
Ổ
Ổ
の
ス
テ
ー
タ
ス
の
ほ

か
、
ト
イ
レ
事
情
に
つ
い
て

の
࣭
問
で
は
、
ᶉ
業
຿
中
・

౻
本
部
長
が
ྠ
島
市
立
河
井

小
学
ߍ
お
よ
び
大
屋
小
学
ߍ

の
෌
水
૱
ߍ
長（
写
真
ᶾ
）、

同
市
ڭ
ҭ
ҕ
һ
会
ڭ
ҭ
総
຿

՝
の
平
田
উ
՝
長（
写
真
᷀
）

༌ૹٸۓॴまでۀધࣳӜӦؿΒ౦ւ͔ݿ૔ࡂҬ๷޿ଟຎࢯࢠۚ

ೋ࣍ݩίーυ

ྠౡࢢখɾதֶࢧߍԉϓϩδΣΫτຖ
೥
、උ
඼
な
ど
を
د
ଃ
΁

౦ト協

ଟ
ຎ
ࢧ
෦
͔
Β
ø0
Ἁ
τ
ϥ
ỽ
Ϋ
̏
୆
ग़
ಈ

ϥ
Π
ϑ
ϥ
Π
ϯ
ͷ
໾
ׂ
Ռ
ͨ
͢

東
ژ
౎
ト
ϥ
ỽ
ク
協
会（
ਫ
໺
ޭ

会
長
）は
10
݄
16
೔
、
東
ژ
౎
か
ら

୆
෩
22
・
23
߸
ʹ
Α
る
ඃ
֐
ʹ
܎
る

ٹ
ԉ
෺
ࢿ
༌
ૹ
の
ཁ
੥
を
ड
͚
、ཱ

઒
ࢢ
の
ଟ
ຎ
޿
Ҭ
๷
ࡂ
૔
ݿ
か
ら
ߓ

۠
の
東
ւ
ؿ
ધ
ࣳ
Ӝ
営
業
ॴ
·
で
、

ଟ
ຎ
ࢧ
部（
ּ
原
࢙
ٱ
ࢧ
部
長
）
会

һ
事
業
者
の
10
Ἁ
ト
ϥ
ỽ
ク
̏
୆
で

ീ
ৎ
ொ
向
͚
の
ٹ
ԉ
෺
）ࢿ
ҿ
ྉ
ਫ・

ੜ
活
෺
ࢿ
な
ど
）を
༌
ૹ
し
た
。
༌

ૹ
さ
Ε
た
ٹ
ԉ
෺
ࢿ
は
ί
ϯ
テ
ナ
ʹ

ੵ
ࡌ
後
、՟
෺
ધ
で
ീ
ৎ
ౡ
な
ど
ʹ

ಧ
͚
ら
Ε
た
。

ߴ
ࢢ
৽
಺
ֳ
͕
ൃ
଍

ࠃ
ަ
େ
ਉ
ʹ
ۚ
ࢠ
ࢯ

東
ト
協

੨
೥
෦

౦τڠ

トイレ事情調査に協力を
トラックドライバー

୆෩ùùɾù3߸ඃ֐Ͱ
ౡ͠ΐ෦へٹԉ෺ࢿ༌ૹ



第1331号 ̎̌ ̎̑ ೥ʢྩ࿨̓೥ʣ��݄��೔ （ � ）૯ 合

຿
の
一
元
化
に
お

け
る
運
行
؅
理
者

બ
೚
数
の
合
理

化
、
ᶅ
事
業
者
を

ލ
い
だ
運
行
؅
理

業
຿
の
一
元
化
の

ニ
ー
ζ
調
査
に
つ

い
て
ٞ
࿦
し
た
。

ԕ
ִ
఺
ݺ
や
自

動
఺
ݺ
に
関
す
る

調
査
結
果
に
よ
る

と
、
ԕ
ִ
఺
ݺ
は

保
有
車
྆
台
数
の

国
交
ল
は
、
令
和
�
年
度

「
年
຤
年
始
の
輸
送
౳
に
関

す
る
҆
全
総
఺
ݕ
」
を
࣮
施

す
る
。
࣮
施
期
間
は
12
月
10

日
か
ら
令
和
８
年
１
月
10
日

ま
で
。

ྫ
年
、年
຤
年
始
は
人
流・

物
流
が
集
中
す
る
こ
と
か

ら
、
自
動
車
運
送
事
業
者
が

自
ओ
఺
ݕ
を
通
じ
て
輸
送
の

҆
全
ੑ
を
高
め
、
事
業
者
の

҆
全
ҙ
ࣝ
の
高
༲
を
ਤ
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
も
の
。

今
年
度
は
、
ґ
然
と
し
て

多
く
ൃ
生
し
て
い
る
大
型
ト

ラ
ッ
ク
の
車
ྠ
୤
མ
事
ނ
、

い
ま
だ
ࠜ
絶
に
ࢸ
っ
て
い
な

い
ҿ
酒
運
転
事
ނ
お
よ
び
݈

߁
起
Ҽ
事
ނ
事
Ҋ
の
ൃ
生
を

౿
ま
え
、
֤
छ
҆
全
対
ࡦ
を

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会

は
、第
ý5
回「
ਖ਼
し
い
運
転
・

明
る
い
輸
送
運
動
」（
11
月
1ý

日
～
令
和
８
年
１
月
10
日
）

を
࣮
施
す
る
。

交
通
・
労

ಇ
ࡂ
֐
事
ނ

の
๷
ࢭ
、
؀

ڥ
保
全
お
よ

び
輸
送
ட
序
の
確
立
に
よ

り
、
ԁ
滑
な
輸
送
の
達
成
を

ਤ
り
、
年
຤
年
始
の
輸
送
ൟ

๩
期
に
お
け
る
҆
全
、
҆
心

な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
ఏ
ڙ
す

着
࣮
に
ਪ
進
す
る
。

ま
た
、
感
染
঱
対
ࡦ
や
自

然
ࡂ
֐
対
ࡦ
、
テ
ロ
対
ࡦ
な

ど
に
つ
い
て
も
、
ૣ
急
か
つ

ద
੾
な
対
Ԡ
を
求
め
た
。

こ
れ
に
൐
い
、
同
ল
は
ॏ

఺
఺
ݕ
事
߲
と
し
て
、
҆
全

؅
理（
特
に
運
転
者
の
݈
߁

状
態
や
、
過
労
状
態
の
確
࣮

な
೺
Ѳ
、
指
ಋ
؂
ಜ
体
制
）

の
࣮
施
状
況
な
ど
４
߲
目
を

設
定
。
ま
た
、
物
流
・
自
動

車
局
で
は
７
߲
目
を
設
定

し
、ప
ఈ
を
求
め
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
ト
ラ
ッ
ク
運

送
関
܎
の
ॏ
఺
఺
ݕ
事
߲
５

߲
目
は
、࣍
の
通
り
。

˜
݈
߁
؅
理
体
制
の
状
況

˜
運
転
者
に
過
労
運
転
を

行
わ
せ
な
い
た
め
の
҆
全
対

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
֤

都
道
෎
ݝ
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
と

の
ڞ
催
に
よ
り
、
ຖ
年
࣮
施

し
て
い
る
。
経
営
ト
ッ
プ
と

؅
理
者
、
ै
業
һ
が
一
体
と

な
り
、
運
動
の
࣮
施
߲
目
を

中
心
に
ੵ
極
的
な
取
り
૊
み

を
行
う
よ
う
求
め
て
い
る
。

࣮
施
事
߲
は
、
ҿ
酒
運
転

の
ࠜ
絶
、
௥
ಥ
事
ނ
お
よ
び

多
い
事
業
者
で
の
׆
用
が
多

く
、
業
຿
後
自
動
఺
ݺ
は
保

有
車
྆
台
数
に
よ
る
傾
向
が

み
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、

ԕ
ִ
఺
ݺ
と
業
຿
後
自
動
఺

ݺ
の
い
ず
れ
も
、「
運
行
؅

理
者
の
業
຿
ޮ
཰
化
に
寄
与

し
て
い
る
」
と
の
回
答
が
多

い
。今

後
の
普
ٴ
ܒ
ൃ
に
つ

い
て
は
、
ಋ
入
ί
ス
ト
へ
の

対
Ԡ
と
し
て
、
４
年
度
か
ら

࣮
施
し
て
い
る
ಋ
入
ิ
助
事

業
の
継
続
、７
年
度
に
制
度

化
さ
れ
た
事
業
者
間
ԕ
ִ
఺

ݺ
、
業
຿
前
自
動
఺
ݺ
を
含

め
、
制
度
の
प
知
・
理
解
向

上
な
ど
を
目
的
と
し
た
ύ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
新
た
に
作
成
す

る
。
ま
た
、
ಋ
入
事
業
者
の

国
土
交
通
ল
は
10
月
15

日
、令
和
７
年
度
第
２
回「
運

行
؅
理
高
度
化
ϫ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ（
Ｗ
̜
）」を
開
催
。

ᶃ
同
一
事
業
者
内
ԕ
ִ
఺
ݺ

お
よ
び
業
຿
後
自
動
఺
ݺ
の

࣮
態
調
査
、
ᶄ
運
行
؅
理
業

よ
び
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
な
ど
の

定
期
఺
ݕ
࣮
施
状
況
）

˜
大
雪
に
対
す
る
輸
送
の

҆
全
確
保
の
࣮
施
状
況

同
局
で
は
９
月
30
日
、
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
に
対
し

҆
全
総
఺
ݕ
の
࣮
施
に
つ
い

て
通
知
し
、
会
һ
事
業
者
に

प
知
ప
ఈ
す
る
よ
う
ݺ
び
か

け
て
い
る
。

ࡦ
の
࣮
施
状

況
˜
運
転
者

に
ҿ
酒
運
転
や
ༀ
物
運
転
な

ど
を
行
わ
せ
な
い
た
め
の
҆

全
対
ࡦ
の
࣮
施
状
況

˜
車
྆
の
日
ৗ
఺
ݕ
੔

උ
、
定
期
఺
ݕ
੔
උ
な
ど
の

࣮
施
状
況（
特
に
大
型
車
の

車
ྠ
୤
མ
事
ނ
๷
ࢭ
対
ࡦ
お

༏
良
׆
用
事
ྫ
に
つ
い

て
ώ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、

継
続
的
に
情
報
ऩ
集
し
、
ಘ

ら
れ
た
知
見
を
講
ԋ
・
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
を
通
じ
て
広
く
प

知
す
る
。

さ
ら
に
、
事
業
者
を
ލ
い

だ
運
行
؅
理
業
຿
の
࣮
施
に

܎
る
ニ
ー
ζ
調
査
に
よ
る

と
、
事
業
者
ن
໛
が
大
き
く

な
る
ほ
ど
、
運
行
؅
理
者
の

不
足
感
が
高
ま
る
傾
向
が
み

ら
れ
た
。
৐
຿
һ
な
ど
の
؅

理
・
指
ಋ
に
関
す
る
業
຿
の

他
事
業
者
へ
の
ҕ
ୗ
ニ
ー
ζ

に
つ
い
て
は
、
特
に「
৐
຿

һ
の
݈
߁
؅
理
」「
運
転
者
の

ద
ੑ
਍
அ
に
対
す
る
受
਍
指

ಋ
」「
৐
຿
һ
に
対
す
る
指
ಋ

؂
ಜ
」
で
高
い
結
果
と
な
っ

た
。国

交
ল
は
今
後
、
調
査
結

東
京
運
輸
ࢧ
局

と
東
京
都
ト
ラ
ッ

ク
ڠ
会
で
ߏ
成
す

る「
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
に
お
け
る
取
Ҿ

؀
ڥ
・
労

ಇ
時
間
改

善
東
京
都

地
ํ
ڠ
ٞ

会
」は
、改
ਖ਼
貨
物

自
動
車
運
送
事
業

๏
の
施
行
に
൐

４
月
１
日
か
ら
࣮
運
送
体
制

؅
理
฽
の
作
成
や
ܖ
約
内
༰

の
書
面
交
෇
な
ど
が
新
た
に

ٛ
຿
෇
け
ら
れ
、
施
行
さ
れ

て
い
る
。

ڠ
ٞ
会
で

は
、
改
ਖ਼
๏

施
行
後
の
事

業
者
に
お
け

る
取
Ҿ
؀
ڥ
や
運
行
؅
理
体

制
の
࣮
態
を
೺
Ѳ
し
、
今
後

の
施
ࡦ
に
൓
ө
さ
せ
る
た

め
、
都
内
で
事
業
用
ト
ラ
ッ

ク
が
配
置
さ
れ
て
い
る
営
業

߸
ʹ
ν
ラ
γ
Λ
ಉ
෧
）を
࣮

施
し
て
い
る
。回
答
期
限
は

11
月
2ÿ
日
ま
で
。

「
流
通
業
຿
の
総
合
化
ٴ

び
ޮ
཰
化
の
ଅ
進
に
関
す
る

๏
律
ٴ
び
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
๏
の
一
部
を
改
ਖ਼
す
る

๏
律
」
は
、
第
２
１
３
回
国

会
で
成
立
し
、
令
和
６
年
５

月
15
日
に
ެ
布
さ
れ
、
本
年

所
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
࣮
施
。
回
答
は
ࠨ
記
の

ೋ
࣍
元
ί
ー
ド
、
ま
た
は
ઐ

用
サ
イ
ト
か
ら
行
う
。

˜
問
い
合
わ
せ
ઌ
ử
Ｎ
Ｘ

総
合
研
究
所
ʗ
୲
当
・
大
原

（PI
BSBN

!
O
Y�TPLF

O�DP�KQ

）

交
差
఺
に
お
け
る
事
ނ
๷
ࢭ

の
ప
ఈ
、
過
労
運
転
๷
ࢭ
の

ప
ఈ
、確
࣮
な
఺
ݺ
の
࣮
施
、

ܞ
帯
・
ス
マ
ー
ト
フ
Ỽ
ン
の

使
用
ې
ࢭ
の
ప
ఈ
、
݈
߁
਍

அ
の
受
਍
の

ప
ఈ
、
荷
役

作
業
時
の
҆

全
確
保
の
ప

ఈ
、
高
଎
道
࿏
に
お
け
る
事

ނ
๷
ࢭ
の
ప
ఈ
な
ど
15
߲

目
。௥

ಥ
事
ނ
お
よ
び
交
差
఺

に
お
け
る
事
ނ
๷
ࢭ
の
ప
ఈ

で
は
、
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に

お
け
る
死
๢
・
ॏ
ই
事
ނ
の

約
４
割
が「
交
差
఺
事
ނ
」

で
、
高
଎
道
࿏
で
の
死
ই
事

ނ
の
約
７
割
が「
௥
ಥ
事
ނ
」

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
ト
ڠ

制
作
の「
プ
ラ
ン
２
０
２
５

目
ඪ
達
成
セ
ミ
ナ
ー
～
࡟
減

目
ඪ
達
成
へ
の
取
り
૊
み

～
」
を
׆
用
し
、
交
通
事
ނ

の
࣮
態
に
ଈ
し
た
運
転
者
へ

の
指
ಋ
・
ڭ
ҭ
を
࣮
施
し
、

交
差
఺
お
よ
び
௥
ಥ
事
ނ
๷

ࢭ
の
ప
ఈ
に
౒
め
る
。

ट
都
高
଎

道
࿏
１
߸
Ӌ

田
線
の
ߋ
新

下
り
線（
東

品
川
ࢅ
橋
・

ࡻ
ऱ
ຒ
立

部
・
約
１
・

９
ἅ
ἇ
）は

10
月
2Ā
日
ޕ

う
取
Ҿ
࣮
態
を
೺
Ѳ
す
る
た

め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査（
ࠓ

果
を
౿
ま
え
、
運
行
؅
理
業

຿
の
う
ち
、
他
事
業
者
へ
の

ҕ
ୗ
ニ
ー
ζ
が
あ
る
業
຿
に

つ
い
て
、
事
業
者
が
๊
え
て

い
る
՝
題
を
明
確
化
し
、
ҕ

ୗ
の
あ
り
ํ
に
つ
い
て
ݕ
౼

を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

ް
生
労
ಇ
ল
は
、
11
月
10

日
か
ら
1ý
日
ま
で
を「
ア
ル

ί
ー
ル
関
連
問
題
ܒ
ൃ
ि

間
」
と
し
て
、
国
民
の
間
に

広
く
ア
ル
ί
ー
ル
関
連
問
題

に
つ
い
て
関
心
と
理
解
を
深

め
る
よ
う
ݺ
び
か
け
て
い

る
。同

ि
間
は「
ア
ル
ί
ー
ル

݈
߁
ো
֐
対
ࡦ
ج
本
๏
」で
、

ް
労
ল
の
ほ
か
、
国
土
交
通

ল
、内
閣
෎
、๏
຿
ল
、国
税

ி
、文
部
Պ
学
ল
ܯ、
察
ி
、

こ
ど
も
Ո
ఉ
ி
と
地
ํ
ެ
ڞ

ஂ
体
、
関
܎
ஂ
体
お
よ
び
事

業
者
な
ど
の
ڠ
力
の
下
、
झ

ࢫ
に
沿
っ
た
事
業
が
࣮
施
さ

れ
る
よ
う
౒
め
る
と
ن
定
さ

問
題
に
つ
い
て
ߟ
え
る

ܖ
ػ
・
気
෇
き
と
な
る

よ
う
な
ݺ
び
か
け
、
ᶄ
さ
ま

͟
ま
な
ओ
体
と
の
ܒ
ൃ
事
業

の
連
ܞ
・
ڠ
力
、
ᶅ
ܒ
ൃ
ि

間
の
࣮
施
を
ܖ
ػ
と
し
た
ҙ

ࣝ
の
定
着
化
Ổ
Ổ
を
掲
げ
、

広
報
ܒ
ൃ
事
業
の
࣮
施
や
さ

ま
͟
ま
な
ओ
体
に
よ
る
ܒ
ൃ

事
業
を
ਪ
進
す
る
。

ま
た
、
֤
ল
ி
の
連
名
に

よ
る
ܒ
ൃ
ポ
ス
タ
ー（
写
真
）

を
作
成
し
、
普
ٴ
ܒ
ൃ
׆
動

を
展
開
。
ް
労
ল
は
、
ア
ル

ί
ー
ル
と
の
ద
੾
な
෇
き
合

い
ํ
や
、
不
ద
੾
な
ҿ
酒
の

๷
ࢭ
な
ど
に
౒
め
る
よ
う
求

め
て
い
る
。

れ
て
い
る
。

࣮
施
要
ߝ

で
は
、
ܒ
ൃ

ि
間
の
ج
本

ํ
਑
と
し

て
、
ᶃ
ア
ル

ί
ー
ル
関
連

前
１
時
か
ら
、
運
用
を
開
始

す
る
。
現
在
の
࢑
定
下
り
線

（
ߋ
新
上
り
線
）か
ら
੾
り

ସ
え
工
事
に
よ
り
、
૸
行
ル

ー
ト
が
変
ߋ
と
な
る
。

ೋ࣍ݩίーυ

ࠃ
ަ
ল

ࠃ
ަ
ল

̓
೥
౓

年
຤
年
࢝
の
輸
送
҆
શ
૯
఺
ݕ

࣮ଶ೺Ѳへ協力ݺͼ͔͚

ར
༻
֦
େ
ࡦ
Λ
ߨ
͡
Δ

̓೥౓
ୈ̎ճ ӡ؅ߦཧߴ౓化̬̜

東
ӡ
ࢧ
ہ
ɾ
東
ト
協

վ
ਖ਼
՟
෺
ࣗ
ಈ
ं
ӡ
送
ࣄ
ۀ
๏

Ξ
ϯ
έ
ồ
τ
ௐ
ࠪ

ट౎ߴӋాઢߋ৽ԼΓઢ

øù
݄
ø0
೔
Ỗ
̔
೥
̍
݄
ø0
೔

Ξ
ϧ
ί
ồ
ϧ
ؔ
࿈
໰
୊
ܒ
ൃ
ि
ؒ

ް
࿑
ল

̓
೥
౓

øø݄ø0ʙøý೔

ø0݄ùĀ೔ӡ༻։࢝

øø
݄
øý
೔
Ỗ
̔
೥
̍
݄
ø0
೔

正
し
い
運
転
・
明
る
い
輸
送
運
動

શ
ト
協

ୈ
ýü
ճ
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物流革新へ企業に投資を促す

必要なのは業界のボトムアップ

ɹ����೥౓༧ࢉͷ֓ࢉཁ݄͕̔ٻ຤ʹ
ܾఆ͠ɺࡒ຿লͱͷંি͕࢝·͍ͬͯΔɻ
͸૯ֹٻཁࢉ༧܎౔ަ௨লͷ෺ྲྀؔࠃ
���ԯԁͰɺલ೥౓ൺ��ˋ૿ʹ૬౰͢Δͱ
͍͏ɻʮ෺ྲֵྀ৽ʹ͚ͨ޲੓ࡦύοέʔδʯ
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今
年
３
月
に
開
催
さ
れ
た

「
զ
が
国
の
物
流
の
ֵ
新
に

関
す
る
関
܎
閣
྅
会
ٞ
」で
、

２
０
３
０
年
度
ま
で
を「
物

流
ֵ
新
の
集
中
改
ֵ
期
間
」

と
設
定
し
た
。
何
も
対
ࡦ
を

講
じ
な
け
れ
ば
、
輸
送
力
が

需
要
に
対
し
て
34
％
不
足
す

る
30
年
度
ま
で
に
、
物
流
全

体
の
ద
ਖ਼
化
や
生
産
ੑ
向
上

を
࣮
現
す
る
た
め
、
物
流
を

改
ֵ
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

こ
う
し
た
എ
ܠ
も
あ
っ
て
、

来
年
度
予
ࢉ
で
物
流
分
野
の

大
෯
要
求
に
ࢸ
っ
た
。

予
ࢉ
要
求
は
γ
ー
リ
ン
グ

（
要
求
ج
準
）が
ج
に
な
っ

て
お
り
、
来
年
度
は
１
・
1Ā

ഒ（
今
年
度
予
ࢉ
ֹ
に
対
し

て
１
・
1Ā
ഒ
ま
で
要
求
が
ೝ

め
ら
れ
る
）だ
が
、
物
流
分

野
は
そ
れ
を
大
෯
に
上
回
る

ク
や
ແ
人
ൖ
送
車
、
自
動
ൖ

送
ロ
ボ
ッ
ト
と
い
っ
た
ઌ
進

ٕ
術
の
ಋ
入
は
、
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
の
ĀĀ
％
を
઎
め
る

中
小
ྵ
ࡉ
企
業
に
と
っ
て
、

か
な
り
高
い
ハ
ー
ド
ル
と
な

っ
て
い
る
。
む
し
ろ
、
デ
δ

タ
ί
や
労
຿
؅
理
ι
フ
ト
、

配
車
や
運
行
ル
ー
ト
作
成
な

ど
の
運
行
؅
理
ι
フ
ト
と
い

っ
た
、
身
近
な
ػ
ث
の
ಋ
入

ࢧ
ԉ
を
よ
り
手
ް
く
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

予
ࢉ
要
求
は
、
業
界
に
イ

ϊ
ベ
ー
γ
ἀ
ン
を
も
た
ら
す

ઌ
進
ٕ
術
に
য
఺
を
当
て
る

こ
と
で
、
財
຿
ল
と
の
ં
ি

を
有
利
に
進
め
た
い
ҙ
ਤ
は

分
か
る
が
、
今
、
物
流
業
界

が
最
༏
ઌ
す
べ
き
は
、
業
界

全
体
の
ఈ
上
げ
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

（
ラ
Π
λ
ồ

ᖒ
ా
੣
）

4ÿ
％
૿
を
要
求
し
た
。

施
ࡦ
の
ப
ご
と
に
ओ
な
内

༰
を
み
る
と
、
物
流
ޮ
཰
化

で
は
新
モ
ー
ダ
ル
γ
フ
ト

（
ै
来
の
モ
ー
ダ
ル
γ
フ
ト

に
加
え
、
ダ
ϒ
ル
連
結
ト
ラ

ッ
ク
を
׆
用
し
た
ڞ
同
輸
配

送
や
中
継
輸
送
、
ߤ
ۭ
ػ
の

ۭ
き
ス
ペ
ー
ス
の
有
ޮ
׆
用

な
ど
）に
５
億
ԁ
、
自
動
運

転
ト
ラ
ッ
ク
の
社
会
࣮
装
ࢧ

ԉ（
車
྆
ߪ
入
අ
や
運
行
γ

ス
テ
ム
開
ൃ
අ
な
ど
）に
約

３
億
ԁ
、
୲
い
手
の
確
保
・

ҭ
成
の
た
め
の
؀
ڥ
੔
උ

（
予
約
受
෇
γ
ス
テ
ム
、
動

態
؅
理
γ
ス
テ
ム
、
物
流
施

設
へ
の
自
動
化
ػ
ث
、
テ
ー

ル
ή
ー
ト
リ
フ
タ
ー
な
ど
の

車
྆
ޮ
཰
化
設
උ
、
ト
ラ
ッ

ク
や
フ
Ỽ
ー
ク
リ
フ
ト
の
運

転
資
格
取
ಘ
な
ど
）に
約
５

で
は
、
来
年
４
月
の
改
ਖ਼
物

流
๏
の
全
面
施
行
を
見
ਾ

え
、
荷
ओ
・
物
流
事
業
者
に

対
す
る
ن
制
の
ࣥ
行
体
制
の

੔
උ
、
ト
ラ
ッ
ク
ద
ਖ਼
化
ೋ

๏
に
ن
定
さ
れ
た「
ద
ਖ਼
原

Ձ
」
設
定
に
向
け
た
࣮
態
調

査
の
࣮
施
、
多
ॏ
取
Ҿ
ߏ
造

の
ੋ
ਖ਼
に
資
す
る
事
業
者
間

の
連
ܞ
࣮
現
に
向
け
た
؀
ڥ

੔
උ
、さ
ら
に
、ト
ラ
ッ
ク
・

物
流
̜
ϝ
ン
が
ѱ
࣭
な
荷

ओ
・
元
੥
事
業
者
へ
の
ੋ
ਖ਼

指
ಋ
に
向
け
た
調
査
な
ど
、

調
査
を
ओ
体
と
し
た
取
り
૊

み
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

荷
ओ
・
ফ
අ
者
の
行
動
変

༰
で
は
、
物
流
ί
ス
ト
に
Ԡ

じ
た
運
賃
・
商
品
Ձ
格
の
設

定（
ϝ
ニ
ュ
ー
プ
ラ
イ
γ
ン

グ
）や
物
量
の
平
準
化
施
ࡦ

な
ど
、
ι
フ
ト
面
で
の
取
り

૊
み
が
多
い
。

こ
れ
ら
に
加
え
、
国
交
ল

物
流
・
自
動
車
局
は
、
自
動

車
運
送
業
に
お
け
る
外
国
人

材
の
受
け
入
れ
؀
ڥ
の
確

保
、
ै
来
か
ら
࣮
施
し
て
い

る
҆
全
総
合
対
ࡦ
事
業
と
し

て
、
ি
ಥ
ඃ
֐
ܰ
減
ϒ
レ
ー

キ
な
ど
の
ઌ
進
҆
全
自
動
車

の
ಋ
入
ࢧ
ԉ
、
ർ
労
状
態
測

定
ػ
ث
な
ど
の
過
労
運
転
๷

ࢭ
ػ
ث
の
ಋ
入
ࢧ
ԉ
、
さ
ら

に
デ
δ
タ
ί
・
ド
ラ
レ
ί
ಋ

入
ࢧ
ԉ
な
ど
を
要
求
し
た
。

た
だ
し
、
҆
全
総
合
対
ࡦ
事

業
の
要
求
ֹ
は
γ
ー
リ
ン
グ

の
ൣ
ғ
内
の
前
年
度
比
１
・

14
ഒ
に
と
ど
め
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
ແ
人
ൖ
送
ػ

ث
や
ແ
人
フ
Ỽ
ー
ク
リ
フ
ト

の
ಋ
入
ࢧ
ԉ
、
ま
た
、
؀
ڥ

ল
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
ࡦ
特
別

会
計
を
׆
用
し
、
̚
̫
ト
ラ

ッ
ク
や
̛
̘
̫
ト
ラ
ッ
ク
ಋ

入
ิ
助
を
行
う
と
し
て
い
る
。

一
見
す
る
と
大
盤
ৼ
る
舞

い
の
よ
う
に
見
え
る
予
ࢉ
要

求
だ
が
、
自
動
運
転
ト
ラ
ッ

億
ԁ
を
要
求
す
る
な
ど
、
い

わ
ば
企
業
に
౤
資
を
ଅ
す
内

༰
と
な
っ
て
い
る
。

商
׳
行
の
見
直
し
関
܎

෺
ྲྀ
༧
ࢉ
͸
େ
෯
ͳ
૿
ֹ
ཁ
ٻ

全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
ڠ
会
は
、
11
月

を「
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
̘
̤
２

ഉ
出
量
೺
Ѳ
ଅ
進

月
間
」
と
定
め
、

同
月
の「
エ
ί
ド

ラ
イ
ϒ
ਪ
進
月

間
」
と
連
ܞ
し
、

運
送
事
業
者
に
お

け
る
̘
̤
２
ഉ
出

量
の
೺
Ѳ
、
࡟
減

ଅ
進
キ
Ỿ
ン
ペ
ー

ン
を
࣮
施
す
る

（
写
真
͸
Ω
Ỿ
ϯ

ϖ
ồ
ϯ
ν
ラ
γ
）。

日
本
੓
෎
が
એ

言
し
て
い
る
、
２

０
５
０
年
ま
で
に

温
ࣨ
ޮ
果
ガ
ス
ഉ
出
量
を
࣮

࣭
θ
ロ
に
す
る「
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
の
࣮
現
に

向
け
、
２
０
２
６
年
度
か
ら

ഉ
出
量
取
Ҿ
制
度
や
サ
プ
ラ

イ
チ
ỻ
ー
ン
ഉ
出
量
の
開
示

制
度
が
開
始
さ
れ
る
。
こ
れ

ら
の
制
度
は
一
部
の
大
手
企

業
が
対
象
と
な
る
が
、
中
小

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に

対
し
て
も
、
荷
ओ
企
業
か
ら

自
社
੡
品
な

ど
の
輸
送
に

܎
る
̘
̤
２

ഉ
出
量
の
೺

Ѳ
、
報
告
を

求
め
ら
れ
る

こ
と
が
想
定

さ
れ
る
。

こ
の
た
め
、
全
ト
ڠ
で
は

「
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
؀

ڥ
ビ
δ
ἀ
ン
２
０
３
０
」
の

「
サ
ϒ
目
ඪ
３
」に
お
い
て
、

全
ト
ڠ
と
֤
都
道
෎
ݝ
ト
ラ

ッ
ク
ڠ
会
が
ڞ
通
で
取
り
૊

む「
行
動
月
間
」
の
一
؀
と

し
て
、
今
年
度
か
ら
11
月
を

「
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
̘

２̤
ഉ
出
量
೺
Ѳ
ଅ
進
月
間
」

と
定
め
、
キ
Ỿ
ン
ペ
ー
ン
を

࣮
施
す
る
。

全
ト
ڠ
で
は
、
会
һ
事
業

者
に
対
し
て
、全
ト
ڠ
の「
̘

̤
２
ഉ
出
量
؆
қ
ࢉ
定
ツ
ー

ル
」（
ೋ
࣍
ݩ
ί
ồ
υ
）を
׆

用
し
、
自
社
車
྆
の
̘
̤
２

ഉ
出
量
の
೺
Ѳ
、
お
よ
び
エ

ί
ド
ラ
イ
ϒ
の
ਪ
進
に
よ
る

̘
̤
２
ഉ
出
量
の
࡟
減
に
ੵ

極
的
に
取
り
૊
む
よ
う
ݺ
び

か
け
て
い
る
。

東
京
運
輸
ࢧ
局
は
、
今
月

か
ら
令
和
７
年
度
の「
੔
උ

؅
理
者
બ
೚
後
研
म
」
に
つ

い
て
、
ै
来
の
対
面
ํ
ࣜ
に

加
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

研
म
も
࣮
施
し
て
い
る
。

受
講
対
象
者
は
、
ᶃ
今
年

度
新
た
に
੔
උ
؅
理
者
と
し

て
બ
೚
さ
れ
た
者（
ཌ
年
度

຤
ま
で
に
受
講
ٛ
຿
）、
ᶄ

੔
උ
؅
理
者
に
બ
೚
さ
れ
て

い
る
者
で
、６
年
度
中
に
当

֘
研
म
を
受
講
し
て
い
な
い

者
。受

෇
期
間
は
８
年
２
月
12

日
ޕ
後
11
時
5Ā
分
ま
で
、
受

講
期
限
は
同
年

２
月
15
日
ޕ
後

11
時
5Ā
分
ま
で
。
受
講
ྉ
は

ແ
ྉ
。
国
土
交
通
ল
の「
オ

ン
ラ
イ
ン
研
म
サ
イ
ト
」
か

ら
ਃ
し
込
み
、
カ
ϝ
ラ
෇
ύ

ι
ί
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
Ỽ

ン
、
タ
ϒ
レ
ッ
ト
୺
຤
な
ど

を
用
い
て
受
講
す
る
。

੔
උ
؅
理
者
બ
೚
後
研
म

は
、બ
೚
後
２
年
に
１
回（
ִ

年
）の
受
講
が
ٛ
຿
෇
け
ら

れ
て
い
る
。
令
和
６
年
度
に

ະ
受
講
の
੔
උ
؅
理
者
は
、

本
年
度
中
の
受
講
が
ඞ
要
と

な
る
。

ৄ
ࡉ
は
、
東
運
ࢧ
局
ϗ
ー

ム
ペ
ー
δ
を
参
র
。

˜
問
い
合
わ
せ
ઌ
ử
令
和

７
年
度
੔
උ
؅
理
者
બ
೚
後

研
म（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
運
営

東
京
商
工

会
ٞ
所
は
10

月
１
日
、
東

商
ϗ
ー
ム
ペ

ー
δ（
Ｈ
̥
）

で
ެ
開
し
て

い
る「
৬
場

で
始
め
る
ʂ

ἔ
感
染
঱
対

事
຿
局（
ὸ

０
５
０
・
１

Ԡ
力
向
上
プ
ロ
δ
ỻ
ク
ト
ἕ」

（
写
真
）な
ら
び
に
৬
場
の
感

染
঱
対
ࡦ
を
ࢧ
ԉ
す
る
ڭ
材

を
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。

同
プ
ロ
δ
ỻ
ク
ト
は
、
企

業
の
感
染
঱
対
ࡦ
を
ࢧ
ԉ
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
東
京
都

と
東
京
都
ҩ
ࢣ
会
が
連
ܞ
し

て
、
事
業
者
が
࣮
ફ
す
べ
き

感
染
঱
対
ࡦ
の
取
り
૊
み
を

ࢧ
ԉ
す
る
ڭ
材
や
動
画
の
ఏ

ڙ
を
通
じ
て
、
৬
場
で
の
感

染
঱
対
ࡦ
を
ਪ
進
す
る
も
の
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、
新

た
に
フ
リ
ー
ダ
΢
ン
ロ
ー
ド

ί
ン
テ
ン
ツ
を
௥
加
し
、「
感

染
঱
対
ࡦ
チ
ỻ
ッ
ク
γ
ー

ト
」「
感
染
঱
と
そ
の
対
ࡦ
の

ج
ૅ
知
ࣝ
」「
感
染
঱
̗
̘
̥

作
成
ガ
イ
ド
」
な

ど
、
一
部
の
ڭ
材

は
ਃ
し
込
み
不
要

で
ダ
΢
ン
ロ
ー
ド

が
可
能
と
し
た
。

ま
た
、
さ
ら
に

対
ࡦ
を
進
め
た
い

人
向
け
の「
知
ࣝ

定
着
ί
ー
ス
」「
̗

̘
̥
作
成
ί
ー

ス
」（
֤
ਃ
し
込
み

制
）に
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン

β
౳
対
ࡦ
行

動
計
画
に
対
Ԡ
し
た
̗
̘
̥

作
成
を
࣮
現
さ
せ
る
な
ど
、

࣮
情
に
Ԡ
じ
て
感
染
঱
対
ࡦ

に
取
り
૊
め
る
内
༰
を
௥
加

し
た
。
֤
ί
ー
ス
を
利
用
し

た
感
染
঱
対
ࡦ
に
取
り
૊
む

企
業
は
、
ਃ
し
込
み
企
業
、

ج
準
を
達
成
し
た
企
業
と
そ

れ
ぞ
れ
の
段
֊
に
Ԡ
じ
て
、

都
の
Ｈ
̥
に
企
業
名
が
掲
ࡌ

さ
れ
る
。
感
染
঱
対
ࡦ
は
、

「
݈
߁
経
営
༏
良
๏
人
ೝ
定

制
度
」
の
ධ
Ձ
߲
目
の
１
つ

と
な
っ
て
お
り
、
生
産
ੑ
向

上
や
企
業
Ձ
஋
の
向
上
に
も

つ
な
が
る
。

こ
の
ほ
か
、
著
名
な
ઐ
໳

Ո
に
よ
る
講
ԋ
動
画
を
ਃ
し

込
み
不
要
で
ࢹ
ௌ
可
能（
期

間
限
定
）と
し
、
֤
ί
ン
テ

ン
ツ
に
ア
ク
セ
ス
し
や
す
く

す
る
た
め
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。

ৄ
ࡉ
は
、
同
プ
ロ
δ
ỻ
ク

ト
Ｈ
̥
を
参
র
。

な
お
、
都
は
都
内
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
β
感
染
者
数
が
ܯ

ռ
レ
ベ
ル
を
௒
え
、
流
行
γ

ー
ζ
ン
に
入
っ
た
と
し
、
感

染
঱
対
ࡦ
を
ݺ
び
か
け
て
い

る
。

７
２
６
・
８
０
７
１
）

な
お
、
12
月
開
催
の
対
面

ࣜ
で
の
研
म
は
࣍
の
通
り
。

12
月
３
日
ʗ
小
ۚ
井
ٶ
地

楽
ث
ϗ
ー
ル（
小
ۚ
井
市
本

町
６
の
14
の
45
）
˜
12
月
８

日
ʗ
タ
ϫ
ー
ϗ
ー
ル
ધ
ງ

（
江
戸
川
区
ધ
ງ
４
の
１
の

１
）
˜
12
月
15
日
ʗ
き
ỵ
り

あ
ん（
品
川
区
東
大
井
５
の

1ÿ
の
１
）

ਃ
し
込
み
は
、
自
動
車
੔

උ
関
܎
研
म
オ
ン
ラ
イ
ン
予

約
サ
イ
ト
か
ら
の
事
前
予
約

制
。
予
約
受
෇
は
10
月
20
日

か
ら
開
催
日
の
２
ि
間
前
ま

で
。
ৄ
ࡉ
は
、
同
予
約
サ
イ

ト
を
参
র
。

ೋ࣍ݩίーυ

౎
ײ
છ
঱
ର
ࡦ
ݺ
ͼ
͔
͚

Φ
ϯ
ϥ
Π
ϯ
ݚ
म
を
࣮
ࢪ

ഉ
ग़
ྔ
ͷ
೺
Ѳ
Λ
ݺ
ͼ
͔
͚
へ

౦঎ ৬৔Ͱ࢝ΊΔʂ�ᴜ ϓϩδΣΫトᶹ্޲છ঱ରԠ力ײ

શτڠ øø݄͸「̘̤̎ഉग़ྔ೺Ѳଅਐ݄ؒ」

̝̥ 全໘ϦχϡʔΞϧ

̔
೥
̎
݄
øü
೔
·
Ͱ

੔
උ
管
理
者ớ
બ
೚
ޙ
Ờݚ
म

東
ӡ
ࢧ
ہ

̓
೥
౓

ड
ߨ

ظ
ݶ
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ừ
େ
ా
支
部
Ử

◆
ג
ࣜ
会
社
̢
̜
̤
ử
大

田
区
大
৿
北
３
の
１
の
３

ア
ミ
テ
ィ
̨
̪
̯
̪
Ｋ
Ｉ
ビ

ル
３
０
２
߸
˜
ὸ
03
・
６
４

０
４
・
８
８
９
８
˜
一
ൠ
貨

物
運
送（
普
通
車
１
台
、
小

型
車
４
台
）

◆
ג
ࣜ
会
社
ひ
と
ま
い
る

ロ
δ
ス
テ
ィ
ク
ス
ử
大
田
区

平
和
島
６
の
１
の
１
東
京

̍
日

ロ
δ
研
ਖ਼
෭
本
部
長

会
ٞ
˜
同
本
部
連
བྷ
会

̏
日

女
ੑ
部
一
日
研
म
見

学
会
˜
Ҿ
ӽ
ઐ
໳
部
会
Ҿ

ӽ
ج
本
講
श

̐
日

青
年
部
॓
ധ
研
म
会

̐
日
 

14
時
ử
労
຿
ް
生

ҕ
һ
会（
東
ト
総
合
会
館

ʗ
Ｗ
ｅ
ｂ
ซ
用
）

̑
日
 

10
時
ử
Ҿ
ӽ
ઐ
໳

部
会
Ҿ
ӽ
؅
理
者
講
श

（
全
ト
総
合
会
館
）
˝
14

時
ử
మ
߯
ઐ
໳
部
会
҆
全

؀
ڥ
ҕ
һ
会（
東
ト
総
合

会
館
ʗ
Ｗ
ｅ
ｂ
ซ
用
）
˝

14
時
ử
物
流
経
営
࢜
՝
ఔ

開
講
（ࣜ
東
ト
総
合
会
館
）

˝
15
時
ử
同
記
念
講
ԋ

（
同
）

̒
日
 

11
時
ử
ਖ਼
෭
会
長

会（
東
ト
総
合
会
館
ʗ
Ｗ

ｅ
ｂ
ซ
用
）

̓
日
 

15
時
30
分
ử
食
ྐ

ઐ
໳
部
会
ഴ
・
ค
ҕ
һ
会

ừ
ø÷
݄
1
Ỗ
øü
日
Ử

ừ
øø
݄
1
Ỗ
øü
日
Ử

（
東
ト
総
合
会
館
ʗ
Ｗ
ｅ

ｂ
ซ
用
）
˝
1ý
時
30
分
ử

ॏ
量
品
ઐ
໳
部
会
経
営
者

研
म
会（
ϗ
テ
ル
モ
リ
ϊ

新
ඦ
合
ヶ
ٰ
）
˝
1ÿ
時
ử

同
࠙
਌
会（
同
）

ø÷
日
 

ᶃ
13
時
ᶄ
15
時
ử

ύ
ι
ί
ン
セ
ミ
ナ
ー（
東

ト
総
合
会
館
ʗ
～
14
日
）

˝
14
時
ử
紙
・
ύ
ル
プ
ઐ

໳
部
会
日
本
੡
紙
連
合
会

物
流
ҕ
һ
会
・
東
京
洋
紙

୅
理
ళ
会
物
流
ҕ
һ
会
と

の
合
同
研
म
会（
東
ト
総

合
会
館
）

øø
日
 

東
京
都
・
新
島
村

合
同
総
合
๷
ࡂ
܇
࿅

øú
日
 

13
時
30
分
ử
過
労

死
౳
๷
ࢭ
対
ࡦ
セ
ミ
ナ
ー

（
東
ト
総
合
会
館
）

øü
日
​

東
京
都
・
新
島
村

合
同
総
合
๷
ࡂ
܇
࿅

̓
日

ਖ਼
෭
会
長
会
˜
取
ѻ

事
業
・
ੵ
合
ઐ
໳
部
会
役

һ
会
˜
関
東
運
輸
局
自
動

車
運
送
事
業
運
転
者
ද
জ

ࣜ
̕
日

݈
߁
؅
理
セ
ミ
ナ
ー

øø
日

ॳ
೚
運
転
者
特
別
講

श
øü
日

全
国
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
大
会
・
࠙
਌
会

流
通
セ
ン
タ
ー
̗
౩
６
̛
東

ଆ
˜
ὸ
03
・
５
７
６
７
・
９

８
８
０
˜
一
ൠ
貨
物
運
送

（
普
通
車
ý1
台
、
小
型
車
９

台
）、ܰ
車
྆
౳
運
送（
1Ā
台
）

ừ
൘
ڮ
支
部
Ử

◆
ヤ
マ
ト
運
輸
ג
ࣜ
会
社

北
東
京
ओ
؅
ࢧ
ళ
ử
൘
橋
区

स
渡
４
の
３
の
１
˜
ὸ
03
・

６
３
８
６
・
５
４
２
０
˜
一

ൠ
貨
物
運
送（
小
型
車
３
７

０
台
）、ܰ
車
྆
౳
運
送（
１

０
４
台
）

ừ
ਂ
઒
支
部
Ử

◆
太
ཅ
運
輸
ג
ࣜ
会
社
ử

江
東
区
ୢ
巳
３
の
1ý
の
20
˜

ὸ
03
・
３
５
２
２
・
５
０
７

０
˜
一
ൠ
貨
物
運
送（
普
通

車
13
台
）、利
用
運
送

ừ
৓
東
支
部
Ử

◆
ג
ࣜ
会
社
京
඿
ラ
イ
ン

ử
江
東
区
新
࠭
３
の
２
の
９

Ｘ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
７
֊
ᶗ
˜

ὸ
03
・
６
６
６
６
・
２
３
５

８
˜
一
ൠ
貨
物
運
送（
普
通

車
14
台
）

購入価格は、購入に関する諸要因
（数量・支払条件・地域ほか）により
多少の幅があります（消費税込み）。軽 油 の 価 格

１
ℓ
当
た
り
の

       

軽
油
価
格

（東ト協調べ）

燃
料
給
油
は
東
京
都
内
で

軽
油
引
取
税
は
地
方
税
で
す

９
月
分

ˑελϯυ ฏۉ ��135��円
ˑϩʔϦʔ ฏۉ ��125��円
ˑݩചりൃߦΧʔυ�� ฏ ۉ ��136�6円
ˑσΟʔϥʔൃߦΧʔυ� ฏ ۉ ��132�5円

東
京
都
貨
物
自
動

車
運
送
ద
ਖ਼
化
事
業

࣮
施
ػ
関（
東
京
都

ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
）を

は
じ
め
と
す
る
１
都

７
ݝ
ద
ਖ਼
化
事
業
࣮

施
ػ
関
は
10
月
1þ

日
、
さ
い
た
ま
市
の

Ｔ
Ｈ
̚
̢
̖
Ｒ
Ｋ

̜
Ｒ
̖
Ｎ
̙
Ｈ
̤

Ｔ
̚
̡
で
、
令
和
７

年
度
関
東
ϒ
ロ
ッ
ク

ద
ਖ਼
化
事
業
指
ಋ
һ

研
म
会（
୲
当
・
࡛

玉
ݝ
）を
開
催
し
、

֤
都
ݝ
の
ద
ਖ਼
化
指

ಋ
һ
が
参
加
。
東
ト

ڠ
か
ら
５
人
が
参
加
し
た
。

開
催
に
当
た
り
、
࡛
玉
ݝ

ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
の
ԕ
౻
長
ढ़

会
長
が
あ
い
さ
つ
し
、「
本

年
４
月
に
物
流
改
ਖ਼
๏
が
施

行
、６
月
に
は
ト
ラ
ッ
ク
ద

ਖ਼
化
ೋ
๏
が
成

立
・
ެ
布
さ
れ
、

物
流
業
界
の
さ

ま
͟
ま
な
問
題

解
ܾ
に
な
る
も

の
と
期
待
さ
れ

て
い
る
。
֤
都

ݝ
の
ద
ਖ਼
化
指

ಋ
һ
の
皆
様
に

は
、
日
々
の
८

回
指
ಋ
を
通
じ

て
物
流
事
業
者
の
๏
令
९
क

と
輸
送
ட
序
の
確
立
に
ご
ਚ

力
い
た
だ
い
て
い
る
。
さ
ら

に
は
̜
ϝ
ン
調
査
һ
の
೚
຿

が
新
た
に
加
わ
る
な
ど
、
今

後
の
物
流
業
界
変
ֵ
へ
の
ॏ

要
な
業
຿
を
୲
っ
て
い
る
」

と
期
待
の
言
葉
を
述
べ
た
。

ま
た
、
国
土

交
通
ল
物
流
・

自
動
車
局
貨
物

流
通
事
業
՝
ト

ラ
ッ
ク
事
業
ద

ਖ਼
化
対
ࡦ
ࣨ
の

ࠤ
౻
和
ٛ
ࣨ

長
、
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
ڠ
会
ద

ਖ਼
化
事
業
部
の

高
木
ण
明
部
長

が
来
ෂ
と
し
て
出
੮
し
、
あ

い
さ
つ
し
た
。

研
म
で
は
、
同
対
ࡦ
ࣨ
の

秋
山
ַ
඙
՝
長
ิ
ࠤ
が「
貨

物
輸
送
を
८
る
ॾ
情
勢
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
説
示
を

行
っ
た
ほ
か
、
全
ト
ڠ
ద
ਖ਼

化
事
業
部
の
༄
川
ஐ
ଇ
ࢯ
が

「
７
年
度
ద
ਖ਼
化
事
業
の
ਪ

進
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講

ԋ
し
た
。

そ
の
後
、
分
Պ
会
౼
࿦
と

し
て
参
加
者
が
３
つ
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
研
म
を
行

い
、
全
体
会
ٞ
で
は
、
国
交

ল
へ
の
࣭
ٙ
・
要
๬
、
全
ト

ڠ
へ
の
࣭
ٙ
・
要
๬
が
行
わ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
ҙ
見
を
交
׵

し
た
。

東
ト
ڠ
は
11
月

25
日
、
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
ڠ
会
と
の

ڞ
催
で
、
令
和
７

年
度「
中
小
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者

の
た
め
の
̙
Ｘ
ਪ

進
セ
ミ
ナ
ー
」（
Ｗ

ｅ
ｂ
ซ
用
）を
開

催
す
る
。

時
間
は
ޕ
後
１

時
30
分
～
５
時
、

会
場
は
東
ト
総
合

会
館
４
֊
会
ٞ
ࣨ
。

同
セ
ミ
ナ
ー

は
、
講
ԋ
と
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
γ
ἀ

ン
に
よ
る
２
部
ߏ
成
。
中
小

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に
よ

る
情
報
化
ਪ
進
と
、
生
産
ੑ

の
向
上
を
ࢧ
ԉ
す
る
こ
と
を

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
ద

ਖ਼
化
事
業
指
ಋ
ҕ
һ
会（
٠

஑
ਖ਼
ߒ
ҕ
һ
長
）は
10
月
20

日
、
東
ト
総
合
会
館
で
令
和

７
年
度
第
１
回
ҕ
һ
会
を
開

催
し
、６
年
度
の
東
京
都
ద

ਖ਼
化
事
業
࣮
施
ػ
関
の
事
業

࣮
施
結
果
お
よ
び
７
年
度
事

業
࣮
施
状
況
、
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
҆
全
ੑ
ධ
Ձ
事
業

（
̜
マ
ー
ク
）の
ೝ
定
状
況

に
つ
い
て
ྃ
承
し
た
。

๯
಄
、
٠
஑
ҕ
һ
長
が
あ

い
さ
つ
し
、「
ద
ਖ਼
化
事
業

で
は
、
८
回
指
ಋ
な
ど
を
通

じ
て
、
事
業
者
が
ద
ਖ਼
に
事

業
運
営
を
行
う
た
め
に
、
運

行
؅
理
や
車
྆
؅
理
で
改
善

఺
が
な
い
か
を
確
ೝ

し
、
不
උ
な
఺
が
あ

れ
ば
改
善
の
指
ಋ
を

行
い
、
̜
マ
ー
ク
制

度
の
普
ٴ
や
̜
ϝ
ン

調
査
һ
の
調
査
業
຿

の
情
報
ऩ
集
に
౒
め

る
な
ど
、
荷
ओ
や
社

会
、
国
民
か
ら
৴
པ

さ
れ
る
よ
う
事
業
者

の
ࢧ
ԉ
に
取
り
૊
ん

で
い
る
。Ҿ
き
続
き
、

ద
ਖ਼
化
事
業
を
ޮ
果

的
に
進
め
ら
れ
る
よ

う
ҕ
һ
会
と
し
て
助

言
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ

た
。ٞ

事
で
は
、６
年
度
の
事

業
࣮
施
結
果
を
説
明
。
८
回

件
数
は
１
３
４
９
件（
前
年

比
þ0
件
減
）、
総
指
ಋ
件
数

は
４
０
５
３
件（
同
５
２
２

件
減
）と
な
っ
た
。
ま
た
、

通
ৗ
८
回
指
ఠ
߲
目
の
ϫ
ー

ス
ト
５（
指
ఠ
཰
）を
み
る

と
、
ᶃ
特
定
の
運
転
者
に
対

す
る
特
別
な
指
ಋ
の
ະ
࣮
施

（
3ý
・
５
％
）、
ᶄ
定
期
఺
ݕ

ະ
࣮
施（
34
・
１
％
）、ᶅ
特

定
の
運
転
者
に
対
す
る
ద
ੑ

਍
அ
の
ະ
受
਍（
2ý・１
％
）、

ᶆ
݈
߁
਍
அ
ະ
受
਍（
23
・

８
％
）、
ᶇ
੔
උ
؅
理
者
研

म
ະ
受
講（
21
・
７
％
）と

な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
７
年
度（
７
年
４

月
～
９
月
ま
で
）の
事
業
࣮

施
結
果
と
し
て
、
८
回
件
数

は
５
８
６
件（
前
年
同
期
比

1ý
件
減
）、
総
指
ಋ
件
数
は

１
５
６
３
件（
同
24
件
減
）。

通
ৗ
८
回
指
ఠ
߲
目
の
ϫ
ー

ス
ト
５（
指
ఠ
཰
）は
、ᶃ
特

定
の
運
転
者
に
対
す
る
特
別

な
指
ಋ
の
ະ
࣮
施（
34
・
５

％
）、
ᶄ
定
期
఺
ݕ
ະ
࣮
施

（
2ÿ
・
２
％
）、
ᶅ
特
定
の
運

転
者
に
対
す
る
ద
ੑ
਍
அ
の

ະ
࣮
施（
24
・
４
％
）、ᶆ
݈

߁
਍
அ
ະ
受
਍（
24・０
％
）、

ᶇ
੔
උ
؅
理
者
研
म
ະ
受
講

（
1ÿ・９
％
）と
な
っ
て
い
る
。

今
年
度
の
事
業
࣮
施
計
画

で
は
Ҿ
き
続
き
、
総
合
ධ
Ձ

̙
・
̚
事
業
所
に
対
す
る
८

回
指
ಋ
を
ॏ
఺
化
し
て
お

り
、前
年
同
期
比
で
・̙̚
事

業
所
の
全
体
に
઎
め
る
割
合

が
ࡢ
年
度
に
続
い
て
減
少
。

一
ํ
で
、
̖
事
業
所
の
割
合

が
減
少
し
て
い
る
が
、
८
回

指
ಋ
は
ຖ
年
度
同
一
事
業

者
を
対
象
と
し
て
い
な
い
た

め
、
年
度
で
の
૿
減
は
参
ߟ

ఔ
度
と
し
て
い
る
が
、
̙
・

̚
事
業
所
は
ॏ
఺
取
り
૊
み

後
、
減
少
傾
向
に
あ
る
と
し

た
。さ

ら
に
、７
年
度
̜
マ
ー

ク
の
ਃ
੥
状
況
に
つ
い
て
報

告
。
東
京
都
内
の
ਃ
੥
件
数

は
３
６
４
件
で
、新
ن
ý0
件
、

ߋ
新
３
０
４
件
。
ߋ
新
予
定

事
業
所
の
ߋ
新
཰
は
Ā1
・
０

％
。
ະ
ߋ
新
の
理
由
は
、
ਃ

੥
準
උ
不
足
、
̜
マ
ー
ク
ฦ

納
ࡁ
な
ど
が
多
い
。

こ
の
ほ
か
、
̙
・
̚
ධ
Ձ

事
業
所
に
対
す
る
८
回
指
ಋ

の
࣮
施
状
況
、
ద
ਖ਼
化
事
業

目
的
と
し
た
も
の
。
Ｉ
Ｔ
ػ

ث
や
γ
ス
テ
ム
の
׆
用
事
ྫ

を
紹
介
し
、
業
຿
ޮ
཰
化
や

経
営
改
善
に
つ
な
げ
る
内
༰

と
な
っ
て
い
る
。

講
ࢣ
は
、
近
୅
経
営
γ
ス

テ
ム
研
究
所
୅
ද
の
৿
高
߂

७
ࢯ
。第
１
部（
講
ԋ
）で
は
、

ᶃ
２
０
２
４
年
問
題
と
Ｉ
Ｔ

׆
用
に
つ
い
て
、
ᶄ
デ
δ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
Ỽ
ー
ϝ
ー
γ

ἀ
ン（
̙
Ｘ
）と
は
、ᶅ
̙
Ｘ

׆
用
に
よ
る
経
営
改
善
、
ᶆ

̙
Ｘ
׆
用
事
ྫ
、
ᶇ
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
と
ݸ
人
情
報
保

ޢ
に
つ
い
て
解
説
す
る
。
第

２
部
で
は
、
自
動
఺
ݺ
ػ
ث

や
֤
छ
γ
ス
テ
ム
の
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
γ
ἀ
ン
を
行
う
。

受
講
対
象
は
会
һ
事
業
者

で
、
参
加
අ
は
ແ
ྉ
。
定
һ

は
会
場
受
講
が
40
人（
１
社

１
人
を
༏
ઌ
）、
̯
̾
̾
̼

受
講
が
４
０
０
人
で
、
い
ず

れ
も
定
һ
に
な
り
࣍
第
、
受

෇
終
ྃ
。

ਃ
し
込
み
は
、
東
ト
ڠ
ϗ

ー
ム
ペ
ー
δ
の
セ
ミ
ナ
ー
情

報
掲
ࡌ
の
同
セ
ミ
ナ
ー
開
催

Ҋ
内
、
ま
た
は
ࠨ
記
の
ೋ
࣍

元
ί
ー
ド
か
ら
行
う
。

˜
問
い
合
わ
せ
ઌ
ử
東
ト

ڠ
総
຿
部
広
報・情
報
（̜
ὸ

03
・
３
３
５
９
・
４
１
３
４
）

調
査
業
຿（
̜
ϝ
ン
調
査
業

຿
）に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
説

明
。
࣮
施
ػ
関
に
̜
ϝ
ン
調

査
һ
２
人
、
݉
೚
10
人
体
制

で
業
຿
を
行
っ
て
お
り
、６

年
10
月
か
ら
７
年
３
月
ま
で

の
約
４
０
０
件
の
調
査
と
20

件
の
運
輸
ࢧ
局
へ
の
報
告
࣮

੷
を
報
告
し
た
。

東
ト
ڠ
は
10
月
23
・
24

日
の
２
日
間（
֤
日
ޕ
前・

ޕ
後
の
２
回
）、
東
ト
総

合
会
館
７
֊
大
会
ٞ
ࣨ

で
、「
普
通
ٹ
໋
講
श
」を

開
催
し
、
会
һ
事
業
者
の

ै
業
һ
な
ど
が
参
加
。

講
श
で
は
、
東
京
๷
ࡂ

ٹ
急
ڠ
会
の
ઐ
໳
講
ࢣ

が
、
交
通
事
ނ
や
労
ಇ
ࡂ

֐
、
大
ن
໛
ࡂ
֐
時
の
ෛ

東
ト
ڠ
フ
ỻ
ス
タ
࣮
行

プ
ロ
δ
ỻ
ク
ト（
৿
本
উ
໵

リ
ー
ダ
ー
）は
、
フ
ỻ
ス
タ

２
０
２
５
会
場
に
能
登
൒

島
地
਒
・
߽
雨
ඃ
ࡂ
者
ࢧ

ԉ
の
ื
ۚ
ശ
を
設
置
。
来

場
者
か
ら
集
ま
っ
た
ื

ۚ
を
10
月
22
日
、
ٛ
ԉ
ۚ

と
し
て
石
川
ݝ
に
寄
ෟ

し
た
。
同
日
、
山
㟒
ਖ਼
ઐ

຿
理
事
が
千
୅
田
区
の
石

川
ݝ
東
京
事
຿
所
を
訪
問

し
、
ງ
田
༪
所
長（
写
真

᷀
）に
目
録
を
手
渡
し
た
。

ই
者
な
ど
の
ٹ
急
ٹ
໋
๏
の

ॏ
要
ੑ
に
つ
い
て
解
説
す
る

と
と
も
に
、
心
ഏ
ો
生
や
自

動
体
外
ࣜ
আ
ࡉ
動
）ث
̖
̚

̙
）の
使
用
ํ
๏
な
ど
に
つ

い
て
説
明
し
た
。
受
講
者
に

は
、「
ٹ
໋
ٕ
能
ೝ
定
ূ
」（
有

ޮ
期
間
３
年
）が
後
日
交
෇

さ
れ
る
。

̢̯̤̤डߨ
ೋ࣍ݩίーυ

会৔डߨ
ೋ࣍ݩίーυ

中小事業者向けＤＸ推進セミナー౦τڠ
̓೥౓

「
ී
௨
ٹ
໋
ߨ
श
」
։
࠵

東
ト
協

ؔ౦ϒϩοΫ適正化ࢦಋһݚम会̍౎̓ݝ ̙
ɾ
̚
ࣄ
ۀ
ॴ
ݮ
গ
܏
向
に

Ｇ
メ
ン
調
査
員
の
活
動
報
告

フ
ェ
ス
タ
募
金

石
川
県
に
寄
附

౦τڠ దਖ਼Խࢦۀࣄಋҕһ会

෺
ྲྀ
ֵ
৽
ର
Ԡ
へ
Ϩ
ϕ
ϧ
Ξ
ỽ
ϓ
ਤ
Δ

ੜ
࢈
ੑ
向
্
΁
̞
̩
׆
༻
な
ど
を
঺
հ

౦τڠ
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東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
出

版
・
印
࡮
・
੡
本
・
取
࣍
ઐ

໳
部
会（
୍
澤
ݡ
࢘
部
会
長
）

は
10
月
1ý
日
、
東
ト
総
合
会

館
で
、
第
4þ
回

出
版
物
関
܎
輸

送
࠙
談
会
を
開

催
し
、「
出
版

物
輸
送
ҡ
持
の

た
め
に
急
が
れ

る
対
ࡦ
～
ద
ਖ਼

な
運
賃
・
ྉ
ۚ

ऩ
受
と
業
຿
の

ޮ
཰
化
～
」
を

テ
ー
マ
に
、
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
と
出
版
物

輸
送
に
܎
る
版

元
・
取
࣍
・
印

࡮
・
੡
本
・
書
ళ
の
関
܎
ஂ

体
の
୅
ද
な
ど
が
ҙ
見
交
׵

を
行
っ
た
。

開
催
に
当
た
り
、
あ
い
さ

ࡶ
ࢽ
ڠ
会
ൢ
ച
ҕ
һ
会
の
૬

լ
ণ
޺
ސ
問
が「
今
で
き
る

こ
と
は
何
な
の
か
を
ৗ
に
ߟ

え
、
今
後
も
֤
ஂ
体
が
連
ܞ

し
、
出
版
物
輸
送
を
क
る
た

め
に
ਚ
力
し
て
い
き
た
い
」

と
ኍ
野
ᚸ
一
ҕ
һ
長
か
ら
の

ϝ
ッ
セ
ー
δ
を
伝
え
、「
出

版
物
輸
送
の
最
ઌ
୺
の
話
を

聞
き
、
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
ॏ
要
で
、ҙ
見
交
׵
を
し
、

業
界
全
体
で
力
を
合
わ
せ
て

い
き
た
い
」と
述
べ
た
。

ҙ
見
交
׵
に
ઌ
立
ち
、
୍

澤
部
会
長
は
、
新
た
な
๏
改

ਖ਼
な
ど
大
き
く
変
化
す
る
出

版
物
輸
送
の
状
況
に
つ
い
て

説
明
。
出
版
物
輸
送
を
δ
グ

ι
ー
ύ
ζ
ル
に
ྫ
え
、
こ
れ

か
ら
は
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
が
、
ύ
ζ
ル
の
ϐ
ー
ス
と

し
て
ߏ
成
す
る
こ
と
が
ඞ
要

だ
と
説
明
し
た
。

ҙ
見
交
׵
で
は
、
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
ଆ
が
、
人
手

不
足
の
状
況
、
地
ํ
へ
の
װ

線
輸
送
の
状
況
、
೩
ྉ
අ
や

車
྆
Ձ
格
の
高
ಅ
な
ど
、
ݫ

し
い
؀
ڥ
を
ૌ
え
る
と
と
も

に
、
新
๏
へ
の
対
Ԡ
に
よ
る

輸
送
力
の
減
少
や
ద
ਖ਼
原
Ձ

の
ඞ
要
ੑ
を
指
ఠ
し
た
。

一
ํ
、
荷
ओ
ଆ
֤
ஂ
体
か

ら
は
、
૔
庫
や
工
場
な
ど
拠

఺
の
集
約
化
に
よ
る
、
さ
ら

な
る
ޮ
཰
化
を
進
め
、
定
Ձ

設
定
の
見
直
し
や
ٳ
配
日
を

૿
や
す
な
ど
の
対
Ԡ
が
ඞ
要

と
な
る
ҙ
見
が
出
さ
れ
た
ほ

か
、
国
土
交
通
ল
に
よ
る
ద

ਖ਼
原
Ձ
の
告
示
に
向
け
、
業

界
へ
の
ώ
ア
リ
ン
グ
の
ඞ
要

ੑ
が
指
ఠ
さ
れ
た
。

୍
澤
部
会
長
は
、「
出
版

物
輸
送
を
ҡ
持
し
て
い
く
た

め
に
、
࠙
談
会
に
参
加
し
て

東
ト
ڠ
は
10
月
９
日
、
東

ト
総
合
会
館
で
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
ڠ
会
と
の
ڞ
催
に

よ
り
、
令
和
７
年

度「
݈
߁
؅
理
セ

ミ
ナ
ー
～
改
訂

版『
݈
߁
起
Ҽ
事

ނ
๷
ࢭ
マ
ニ
ュ
ア

ル
』
と
݈
߁
経
営

の
解
説
に
つ
い

て
～
」
を
開
催
し

た
。
セ
ミ
ナ
ー
は

３
部
ߏ
成
で
࣮
施

さ
れ
、
第
１
部
で

い
る
版
元
か
ら
書
ళ
ま
で
࿡

位
一
体
と
な
っ
て
、
՝
題
に

取
り
૊
ん
で
い
く
こ
と
が
ॏ

要
に
な
る
」と
ま
と
め
た
。

な
お
、
࠙
談
会
に
は
、
日

本
ࡶ
ࢽ
ڠ
会
・
日
本
出
版
取

つ
に
立
っ
た
୍
澤
部
会
長

は
、「
長
年
に
わ
た
り
、業
界

の
知
ܙ
と
経
験
で
ࢧ
え
て
き

た
出
版
物
輸
送
の
ҡ
持
が
極

め
て
ݫ
し
い
状
況
に
あ
る
。

版
元
か
ら
書
ళ
ま
で
、
業
界

全
体
の
問
題
と
し
て
深
く
ೝ

ࣝ
し
、
解
ܾ
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
が
部
会
の
役

目
と
ߟ
え
て
い
る
」

と
述
べ
た
。続
い
て
、

東
ト
ڠ
の
井
上
߽
事

຿
局
長
が「
文
化
の

象
௃
で
あ
り
、
平
和

の
ό
ロ
ϝ
ー
タ
ー
と

な
る
出
版
物
、
そ
れ

を
ࢧ
え
る
出
版
物
輸

送
の
ະ
来
に
向
け
た

輸
送
に
つ
い
て
話
し

合
っ
て
い
た
だ
き
た

い
」と
述
べ
た
。

ま
た
、
関
܎
ஂ
体

を
୅
ද
し
て
、
日
本

ロ
δ
研
は
10
月
１
日
、
東

ト
総
合
会
館
で
７
年
度
第

１
回
本
部
連
བྷ
会
を
開
催

し
、
৿
本
উ
໵
෭
会
長
と
の

時
」
と
題
し
て
講
話
。

自
ݾ
紹
介
・
会
社
֓
要

の
説
明
に
続
き
、
人
生

に
お
い
て
大
き
な
転

׵
఺
と
な
っ
た
、
自
Ӵ

ୂ
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
へ
の
転
身
、
事
業

֦
大
に
൐
う
資
ۚ
調

達
、
業
界
内
外
で
の
要

৬
へ
の
ब
೚
な
ど
、
こ

れ
ま
で
の
ޭ
੷
に
つ

い
て
、
当
時
の
思
い
や
ܾ

அ
を
語
っ
た
。

ま
た
、「
人
生
に
は
ࡾ

੾（
౿
み
੾
る
、
割
り
੾

は「
݈
߁

経
営
に
つ

い
て
」を
テ
ー
マ
に
、経
ࡁ
産

業
ল
商
຿
・
サ
ー
ビ
ス
グ
ル

ー
プ
ϔ
ル
ス
ケ
ア
産
業
՝
の

岩
田
英
之
܎
長
が
講
話
し
た
。

岩
田
܎
長
は「
݈
߁
経
営

と
は
、
企
業
が
ै
業
һ
の
݈

߁
づ
く
り
を
、ἔ
ί
ス
ト
ἕで

は
な
く
将
来
の
ऩ
ӹ
ੑ
向
上

な
ど
に
つ
な
が
るἔ
౤
資
ἕと

ଊ
え
る
ߟ
え
ํ
」
と
説
明
。

݈
߁
؅
理
を
経
営
的
ࢹ
఺
か

ら
ઓ
ུ
的
に
࣮
ફ
す
る
こ
と

で
、
ै
業
һ
の
݈
߁
૿
進
・

׆
力
向
上
や
人
材
定
着
、
༏

ल
な
人
材
の
確
保
に
つ
な
が

り
、
結
果
的
に
業
੷
や
企
業

Ձ
஋
の
向
上
に
も
結
び
෇
く

と
述
べ
た
。

ま
た
、
݈
߁
経
営
に
ੵ
極

的
に
取
り
૊
む
企
業
を「
見

え
る
化
」
す
る「
݈
߁
経
営

༏
良
๏
人
ೝ
定
制
度
」
で

は
、
ೝ
定
を
受
け
る
こ
と
で

社
会
的
ධ
Ձ
を
ಘ
ら
れ
る

ほ
か
、
ब
৬
・
転
৬
׆
動

の
際
に
企
業
બ
定
の
ܾ
め

手
と
な
る
ケ
ー
ス
も
多
い

と
紹
介
し
た
。
཭
৬
཰
が

௿
い
傾
向
に
あ
る
ほ
か
、

国
か
ら
の
ิ
助
ۚ
や
ି
෇

の
৹
査
で
は
加
఺
対
象
と

な
る
な
ど
の
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ϒ
ા
置
も
あ
る
こ
と
か

ら
、「
ੵ
極
的
な
取
り
૊

み
を
」と
ݺ
び
か
け
た
。

続
い
て
、
݈
߁
経
営
༏

良
๏
人
ೝ
定
事
຿
局
の
݈

߁
経
営
ア
ド
ό
イ
β
ー
の
清

水
౧
子
ࢯ
が
制
度
の
֓
要
や

ਃ
੥
手
続
き
ํ
๏
な
ど
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

第
２
・
３
部
で
は
、
ϔ
ル

ス
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ϫ
ー
ク（
̤

̘
Ｈ
Ｉ
̨
）
保
݈
ࢣ
の
ࠇ
田

ӻ
子
ࢯ
が
、
全
ト
ڠ
ൃ
行
の

「
݈
߁
起
Ҽ
事
ނ
๷
ࢭ
マ
ニ

࣍
ڠ
会
・
日
本
書
੶
出
版
ڠ

会
・
印
࡮
工
業
会
・
東
京
都

੡
本
工
業
૊
合
・
日
本
書
ళ

商
業
૊
合
連
合
会
の
加
ໍ
企

業
な
ど
が
参
加
し
た
。

青
年
部
は
10
月
４
・
５
日

の
２
日
間
、
静
Ԭ
ݝ
೤
海
市

女
ੑ
部
は
10
月
３
日
、
１

日
研
म
見
学
会
を
企
画
し
、

15
人
が
参
加
。
研
म
ઌ
と
な

る
ԣ
඿
市
ү
子
区
の
δ
Ỿ

ύ
ン
マ
リ
ン
Ϣ
ナ
イ
テ
ッ

ド（
Ｊ
̢
̪
）
ԣ
඿
事
業
所

ү
子
工
場

と
、
同
市

中
区
の
海

上
保
҆
資
ྉ
館
ԣ
඿
館
の
２

か
所
を
訪
問
し
た
。

Ｊ
̢
̪
は
、
日
本
の
造
ધ

会
社
で
、
Ϣ
ニ
ό
ー
サ
ル
造

ધ
と
ア
イ
・
エ
イ
チ
・
ア
イ

マ
リ
ン
Ϣ
ナ
イ
テ
ッ
ド
が
合

る
、思
い
੾
る
）が
ඞ
要
で
、

物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
や

今
後
の
๏
改
ਖ਼
へ
の
対
Ԡ

は
、
転
ػ
と
と
ら
え
る
こ
と

が
ॏ
要
だ
」と
述
べ
た
。

そ
の
後
の
ҙ
見
交
׵
で

は
、
ロ
δ
研
会
һ
と
׆
ൃ
に

ҙ
見
を
交
׵
。
業
界
で
は
、

事
業
承
継
を
は
じ
め
、
今
後

い
る
こ
と
か
ら
、

業
界
を
も
っ
と
魅

力
的
に
し
て
উ
ち

残
る
企
業
と
な
る
た
め
に
、

参
加
者
は
、３
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
ᶃ
҆
心
・
҆

全
、
ᶄ
人
材
確
保
、
ᶅ
利
ӹ

確
保
、
ᶆ
ద
ਖ਼
原
Ձ
と（
一

ൠ
貨
物
運
送
事
業
ڐ
可
の
）

ߋ
新
制
、
ᶇ
業
界
の
今
後
を

୲
う
、
青
年
経
営
者
と
し
て

ඞ
要
な
こ
と
、
ᶈ
業
界
・
企

業
の
イ
ϝ
ー
δ
ア
ッ
プ
、ᶉ・

ᶊ
そ
の
他（
֤
グ
ル
ー
プ
で

ܾ
定
）の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

֤
社
の
取
り
૊
み
事
ྫ
や
こ

れ
ま
で
の
経
験
を
も
と
に
そ

れ
ぞ
れ
ҙ
見
を
出
し
合
い
、

ま
と
め
た
対
ࡦ
や
今
後
の
ݕ

多
く
の
会
һ
は
ҙ
外
と
聞
く

ػ
会
が
少
な
い
。
৿
本
෭
会

長
に
本
部
が
ど
の
よ
う
な
ํ

਑
で
事
業
を
進
め
て
い
る
の

か
、
そ
し
て
ロ
δ
研
と
し
て

何
が
で
き
る
か
を
ݕ
౼
す
る

場
と
し
た
い
」と
述
べ
た
。

ҙ
見
交
׵
に
ઌ
立
ち
、
৿

本
෭
会
長
が「
転
ػ
と
そ
の

ซ
し
て
஀
生
し
た
。
海
外
か

ら
の
物
流
の
中
心
と
な
る
ί

ン
テ
ナ
ધ
や
タ
ン
カ
ー
、
フ

ỻ
リ
ー
な
ど
の
商
ધ
や
、
自

Ӵ
ୂ
、
海
上
保
҆
ி
の
ޢ
Ӵ

؋
、
૟
海
؋
な
ど
؋
ધ
の
造

ધ
だ
け
で
な
く
、
海
洋
・
エ

ン
δ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
の
֤
事
業
を
展
開

で
、
ॳ
め
て
の
ࢼ
み
と
な

る
国
内
॓
ധ
研
म
を
企
画

し
、
20
人
が
参
加
。
研
म

で
は
、「
উ
ち
残
る
企
業

に
ඞ
要
な
こ
と
」
を
テ
ー

マ
に
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
γ
ἀ
ン
を
行
っ
た
。

物
流
の
２
０
２
４
年
問

題
を
は
じ
め
、
原
Ձ
の
高

ಅ
・
人
手
不
足
・
高
齢
化
・

̖
Ｉ
・
๏
改
ਖ਼
な
ど
、
業

界
に
は
՝
題
が
山
ੵ
し
て

ҙ
見
交
׵
を
行

っ
た
。
開
催
に

当
た
り
、
吉
本

本
部
長
は「
ロ
δ
研
会
һ
に

は
ࢧ
部
長
の
ํ
が
い
て
、
理

事
会
を
は
じ
め
会
ٞ
で
ڠ
会

の
状
況
を
聞
い
て
い
る
が
、

౼
事
߲
な
ど
を
全
体
で
マ
ン

ダ
ラ
ー
ト
化
し
て
プ
レ
θ
ン

テ
ー
γ
ἀ
ン
形
ࣜ
で
ൃ
ද

し
、情
報
を
ڞ
有
し
た
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
γ
ἀ
ン
で

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
Ỽ
ン
に
よ

る
デ
ー
タ
ऩ
集
は
可
能
と
し

た
が
、
̘
̷
̰
̓
̜
̥
Ｔ
を

は
じ
め
と
す
る
生
成
̖
Ｉ
の

使
用
を
ې
ࢭ
す
る
な
ど
、
ઌ

進
的
な
取
り
૊
み
に
長
け
て

い
る
青
年
部
ϝ
ン
ό
ー
ら
し

い
研
म
と
な
っ
た
。

し
て
い
る
。

研
म
で
は
、
事

業
内
༰
や
施
設
に

つ
い
て
説
明
を
受

け
た
後
、
今
年
３

月
に
海
洋
研
究
開

ൃ
ػ
）ߏ
Ｊ
̖
̢

̨
Ｔ
̚
̘
）の
北

極
域
研
究
ધ「
み

ら
い
ᶘ
」
の
໋
名
・
進
水

ࣜ
が
行
わ
れ
た
工
場
施
設

な
ど
を
見
学
し
た
。

ま
た
、
海
上
保
҆
資
ྉ

館
で
は
、
日
本
国
प
辺
海

域
の
現
状
や
、
海
上
ܯ
උ

は
ഇ
業
な
ど
が
૿
え
て
い
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
৿
本
෭
会
長
は
ڠ
会
と

の
ॏ
要
ੑ
に
関
す
る
展
示
と

し
て
、
平
成
13
年
に
ൃ
生
し

た
۝
भ
南
西
海
域
工
作
ધ
事

件
の
工
作
ધ
お
よ
び
回
ऩ
物

な
ど
の
展
示
を
見
学
。
海
上

保
҆
ி
の
׆
༂
や
、
海
の
事

ނ
・
事
件
ൃ
生
時
の
１
１
８

番
へ
の
通
報
の
ඞ
要
ੑ
な
ど

を
学
ん
だ
。

し
て
会
һ
か
ら
の
૬
談
૭
口

が
ඞ
要
と
の
見
解
を
示
し
た
。

ュ
ア
ル
」を
も
と
に
解
説
。

ࠇ
田
ࢯ
は
、「
ް
生
労
ಇ

ল
の
ൃ
ද
で
は
、
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
ό
ー
は
೴
・
心
ଁ
࣬

ױ
に
よ
る
過
労
死
な
ど
の
労

ࡂ
ೝ
定
件
数
が
業
छ
別（
中

分
類
）で
第
１
位
で
あ
り
、

݈
߁
起
Ҽ
事
ނ
件
数
も
高
ࢭ

ま
り
し
て
い
る
。
現
役
ド
ラ

イ
ό
ー
が
݈
߁
で
長
く
ಇ
き

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
ै
業
һ

の
݈
߁
؅
理
や
過
労
死
・
݈

߁
起
Ҽ
事
ނ
๷
ࢭ
に
向
け
た

取
り
૊
み
を
ଅ
進
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」と
強
調
。

ま
た
、
全
ト
ڠ
が
運
用
す

る「
運
輸
ϔ
ル
ス
ケ
ア
ナ
ビ

γ
ス
テ
ム
」
を
׆
用
し
た
定

期
݈
਍
結
果
の
事
後
ા
置
の

ํ
๏
を
紹
介
し
、
݈
߁
起
Ҽ

事
ނ
๷
ࢭ
に
向
け
た
フ
Ỽ
ロ

ー
ア
ッ
プ
の
ప
ఈ
を
ݺ
び
か

け
た
。

六
位
一
体
で
輸
送
の
維
持
へ

ࡾ
૊
৫
͕
ݚ
म
ձ

঎
श
׳
の
ݟ
௚
͠
΋
ඞ
ཁ
に

経
営
者・管
理
者
能
力
向
上
へ

݈
߁
ܦ
Ӧ
͕
ا
ۀ
ྗ
を
ڧ
Խ

৿ຊ෭会௕ͱҙ׵ަݟ

଄ધɾւ্ܯඋͳͲ
ւをςʔϚʹݚम

উ
ͪ
࢒
Δ
ا
ۀ
΁

̜
σ
ỹ
ε
Χ
ỽ
γ
ἀ
ϯ

౦τڠ ग़൛ɾҹ࡮ɾ੡ຊɾऔ࣍ઐ໳෦会
第ûþ回 出版物関係輸送懇談会

ロ
ジ
研

ຊ
෦
࿈
བྷ
ձ

青
年
部

ࠃ
಺
ݚ
म

女
性
部

̍
೔
ݚ
म
ݟ
ֶ
ձ

東
ト
協
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
研
究
会（
吉
本
商
一
本
部

長
）・
青
年
部（
佐
藤
文
平
本
部
長
）・
女
性
部（
原
玲
子

本
部
長
）の
三
組
織
は
、寄
付
活
動
や
交
通
安
全
啓
発

活
動
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
、東
ト
協
令
和
７
年
度
事

業
計
画
の「
組
織
研
修
」で
は
、経
営
者
・
管
理
者
と
し

て
の
能
力
向
上
を
図
る
た
め
、研
修
会
・
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
、研
究
視
察・研
修
見
学
会
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、三
組
織
で
は
合
同
研
修
会
の
開
催
や
今

年
度
通
常
総
会
後
の
懇
親
会
を
初
め
て
合
同
で
開
催
す

る
な
ど
、問
題
意
識
の
共
有
や
さ
ら
な
る
連
携
の
強
化

を
図
っ
て
い
る
。

東
ト
協

౦τڠ
શτڠ 健康管理セミナー
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஫ɿ Ӧ業用՟物車のؔ༩事故݅਺と͸、ୈ̍·た͸ୈ̎౰事ऀのどͪら͔ҰํがӦ業用՟物車Ͱ͋った事故の      
݅਺を͍うɻたͩし、ୈ̍およびୈ̎౰事ऀがともにӦ業用՟物車Ͱ͋った事故͸݅਺を̍݅とするɻ

˞දதのʢલ೥ൺʣ͸、ؔ༩事故݅਺のものɻ

違反別  営業用トラック関与の交通事故 令和７年９月末年間累計
҆શ
ෆ確ೝ

લํ
ෆ஫ҙ

交ࠩ఺
҆શ進行

า行ऀ
๦֐

Ұ時
ෆఀ止

ハンドル
ϒϨーΩ

৴߸
ແࢹ

ঃ行
ҧ൓ ӈંࠨ ͦのଞ ܭ

発

生

件

数

େ
ܕ

̍౰݅਺ 76 30 23 3 0 11 1 0 0 36 180
ؔ༩事故݅਺ 79 23 25 3 0 5 1 0 0 93 229
ʢલ೥ൺʣ +7 −8 +1 −2 ±0 −11 −1 ±0 ±0 +19 +5

த
ܕ

̍౰݅਺ 58 31 26 7 0 12 6 0 0 19 159
ؔ༩事故݅਺ 55 29 29 7 0 11 6 0 0 55 192
ʢલ೥ൺʣ +9 +3 +9 +2 ±0 +3 +3 −1 −1 −10 +17

४
த
ܕ

̍౰݅਺ 94 73 37 5 3 12 4 0 0 62 290
ؔ༩事故݅਺ 98 67 49 5 3 11 4 0 0 150 387
ʢલ೥ൺʣ −7 +8 −4 −3 −2 −1 −6 ±0 −1 +15 −1

普
通
・
軽

̍౰݅਺ 287 137 160 25 18 45 21 5 2 117 817
ؔ༩事故݅਺ 311 128 195 25 18 45 22 4 2 334 1,084
ʢલ೥ൺʣ −42 −15 +25 −5 −1 +12 +5 −4 +2 −51 −74

߹
ܭ

̍౰݅਺ 515 271 246 40 21 80 32 5 2 234 1,446
ؔ༩事故݅਺ 543 247 298 40 21 72 33 4 2 632 1,892
ʢલ೥ൺʣ −33 −12 +31 −8 −3 +3 +1 −5 ±0 −27 −53

死
者
数

େܕ՟物車ʢ̍౰ʣ 3 1 0 0 0 0 0 0 0 1 5
தܕ՟物車ʢ̍౰ʣ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
४தܕ՟物車ʢ̍౰ʣ 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 2
ී通・軽՟物車ʢ̍౰ʣ 0 1 2 0 0 1 1 0 0 2 7

ɹྩ࿨̓೥݄̕
຤ࡏݱͷ౎಺શ

Ҭͷަ௨ൃނࣄੜ݅਺ʢຊ
೥ྦྷܭʣ͸ɺ��
���݅Ͱɺ
લ೥ಉظൺ���݅૿Ճͨ͠
͕ɺऀࢮ��ਓͰલ೥ಉظൺ
গͱͳͬͨɻݮ݅̐
ɹӦۀ༻՟෺ंͷؔ༩ނࣄ
ʢ「ҧ൓ผ」දのԼஈ「஫」
রʣൃࢀ ੜ݅਺ʢຊ೥ྦྷܭʣ
͸ɺ�
���݅Ͱલ೥ಉظൺ

��ऀࢮগ͕ͨ͠ɺݮ݅��
ਓͰલ೥ͱಉ਺ͱͳͬͨɻ
ɹܕྨނࣄผͰ͸ɺӈંࠨ
࣌ͷं྆૬͕ނࣄޓ���
݅Ͱલ೥ಉظൺ��݅૿Ճ
͠ɺऀࢮ਺͸̌ ਓͩͬͨɻ
ɹҧ൓ผͰ͸ɺ̓ શෆ֬ೝ
ʹΑΔؔ༩݅ނࣄ਺͕���
݅Ͱɺલ೥ಉظൺ��݅ݮগ
ͱͳͬͯ ͍Δɻ

たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京

◎�運行中は前方や周囲の状況への注意を怠らないこと。また、高速
道路等の単調な道路での走行は漫然運転に陥りやすいことを意
識し、常に一定の緊張感を保って運転を行うこと。
日　時 10月７日（火） ８時２分頃発生（曇天）
場　所 調布市（中央自動車道上り）
当事者 ①事業用中型貨物車

（男性40代死亡） ʷ②事業用中型貨物車（男性50代） 他３台

状　況

調布市富士見町

至 稲城
IC

至 高井戸
IC

概　要
՟෺ंᶃがɺ�ंઢ͋Δதԝࣗಈंಓ্ΓΛܕத༺ۀࣄ
Ҵ৓*$ํ͔޲ΒߴҪ޲ํ$*ށʹୈ�௨ߦଳΛਐߦதɺ
ԿΒ͔ͷཧ༝ʹΑΓۀࣄ༻தܕ՟෺ंᶄʹ௥ಥͯ͠ ԡ͠
ग़͠ɺͦ ΕͧΕͷं྆ʹ௥ಥͤͨ͞΋ͷɻ

◎�運行中は前方や周囲の状況への注意を怠らないこと。横断歩道
や停止線の手前でいつでも停止できる速度に減速、または一時
停止を行うとともに指差し呼称等の安全確認を徹底すること。
日　時 10月８日（水） ９時15分頃発生（晴天）
場　所 江戸川区内（都道・篠崎街道）
当事者 ①事業用大型貨物車（男性50代）̫ ②歩行者（女性90代死亡）

順番は過失の軽重を示すものではありません

状　況

江戸川区江戸川至 瑞
穂大
橋

至
新
今
井
橋

至 江戸川２丁目

概　要
՟෺ंがɺࣰܕେ༺ۀࣄ ࡚֗ಓΛށߐ઒�ஸ໨ํ͔޲Β
ਸ਼ึେ޲ํڮʹਐ͠ߦɺ৽ࠓҪ޲ํڮʹӈં͢Δࡍɺԣ
அาಓΛӈํ͔Βํࠨʹԣஅதͷาऀߦͱ઀৮ͨ͠΋ͷɻ

◎�道路標識・道路標示及び規制に従うこと。また、事故を起こして
しまった際は、被害者の救護、周辺交通の安全確保等に努めること。
日　時 10月10日（金） ６時29分頃発生（晴天）
場　所 八王子市内（市道）
当事者 ①自動二輪車（男性50代死亡）̫ ②事業用大型貨物車（男性50代）

順番は過失の軽重を示すものではありません

状　況

トン
ネル
北交
差点

至 谷
野町南

交差点

至 ひ
よど
り山

八王子市

概　要
Β͔޲ಓͰ୩໺ொೆަࠩ఺ํࢢ՟෺ंがɺܕେ༺ۀࣄ
ͻΑͲΓࢁトϯωϧ๺ަࠩ఺ํ͚ͯ޲ʹ޲றंதɺํޙ
͔Βਐͯ͠ߦ ͖ͨࣗಈೋྠंが௥ಥͨ͠΋ͷɻ

順番は過失の
軽重を示すもの
ではありません

問い合わせ先：東京都トラック協会 業務部交通・環境G
※事故速報は東ト協ホームページで PDF データも掲載しています

関
東
運
輸
局
は
10
月
�

日
、
ԣ
඿
市
の
神
ಸ
川
ݝ
立

青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
、
令
和

７
年「
自
動
車
運
送
事
業
運

転
者
ද
জ
ࣜ
」を
開
催
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
、
҆
全
運
転

と
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

ߩ
ݙ
し
た
運
転
者
を
た
た
え

る
も
の
で
、
今
年
は
同
局
؅

内
１
都
７
ݝ
の
ト
ラ
ッ
ク
部

໳
１
１
１
人
、
ό
ス
部
໳
２

０
２
人
、
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク

γ
ー
部
໳
35
人（
う
ち
๏
人

1Ā
人
）の
合
計
３
４
８
人
が

受
৆
し
、
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク

ڠ
会
関
܎
で
は
32
人
が
受
৆

し
た
。

こ
の
う
ち
ト
ラ
ッ
ク
部
໳

を
୅
ද
し

て
、
ؙ
ࡾ
༰

）ث
杉
並
ࢧ

部
）の
川
戸

উ
利
ࢯ
が
登

ஃ
し
、
౻
田

ྱ
子
局
長
か

ら
ද
জ
状
が

त
与
さ
れ
た
。

౻
田
局

長
は
ࣜ
ࣙ

で「
自
動
車

運
送
事
業
が

今
日
ま
で
利
用
者
に
৴
པ
さ

れ
、
社
会
生
׆
の
向
上
と
զ

が
国
の
経
ࡁ
ൃ
展
に
大
き
く

ߩ
ݙ
し
て
き
た
こ
と
は
、
受

৆
者
の
౒
力
や
卓
ӽ
し
た
ٕ

量
の
ࣀ
物
で
あ
る
」
と
、
受

৆
者
の
長
年
の
౒
力
を
শ
ࢍ

し
た
上
で
、「
生
産
年
齢
人

口
が
減
少
し
て
い
く
中
、
自

動
車
運
送
事
業
に
ै
事
す
る

ド
ラ
イ
ό
ー
の
人
手
不
足
は

業
界
全
体
で
深
刻
な
状
況
で

あ
り
、
物
流
の
２
０
２
４
年

問
題
が
社
会
的
՝
題
と
な
っ

て
い
る
。
関
運
局
と
し
て
、

自
治
体
と
事
業
者
と
の
橋
渡

し
を
す
る
な
ど
൐
૸
ࢧ
ԉ
を

行
っ
て
い
く
。
そ
の
ほ
か
、

໔
ڐ
の
取
ಘ
な
ど
に
要
す
る

අ
用
の
ࢧ
ԉ
や
退
৬
予
定
自

Ӵ
׭
へ
の
説
明
会
な
ど
、
関

܎
ল
ி
や
業
界
ஂ
体
と
と
も

に
連
ܞ
を
ਤ
り
な
が
ら
、
人

手
不
足
の
解
ফ
や
労
ಇ
৚
件

の
改
善
に
向
け
た
取
り
૊
み

を
し
っ
か
り
と
進
め
て
い
き

た
い
」と
述
べ
た
。

ࣜ
典
に
は
来
ෂ
と
し
て
、

関
東
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
の
水
野

ޭ
会
長（
東
ト
ڠ
会
長
）ら

が
出
੮
。
水
野
会
長
は
受
৆

者
の
ޭ
੷
を
た
た
え
、「
物

流
の
大
き
な
変
ֵ
が
迫
ら
れ

て
い
る
今
こ
そ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
୲
う
べ
き
役
割
を

再
ߟ
し
、
物
流
が
直
面
し
て

い
る
ॾ
՝
題
の
解
ܾ
に
向
け

た
取
り
૊
み
を
進
め
、
持
続

可
能
な
物
流
の
࣮
現
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
ඞ
要
不
可
ܽ

だ
。
そ
の
た
め
に
も
、
受
৆

者
の
皆
様
が
こ
れ
ま
で
ഓ
っ

て
こ
ら
れ
た
๛
෋
な
経
験
と

࣮
੷
が
何
よ
り
ॏ
要
で
あ

る
」と
し
、さ
ら
に「
今
後
と

も
ແ
事
ނ
・
ແ
ҧ
൓
を
継
続

し
、
他
の
໛
ൣ
と
し
て
さ
ら

に
一
૚
の
׆
༂
と
ਫ਼
進
を
ئ

う
」と
ॕ
ࣙ
を
述
べ
た
。

東
ト
ڠ
関
܎
の
受
৆
者
は

࣍
の
通
り（
ܟ
শ
ུ
、
カ
ッ

ί
内
は
会
社
名
・
ࢧ
部
名
）。

দ
本
ࠀ
明（
Ｔ
̖
Ｋ
̖
Ｉ

̙
̤
ク
ー
ル
フ
ロ
ー
・
杉

並
）
˜
立
Ֆ
੣（
同
）̃
川
戸

উ
利（
ؙ
ࡾ
༰
ث
・
杉
並
）̃

高
橋
৴
之（
ア
ド
ό
ン
ス
ෙ

ཀ・൘
橋
）̃
小
ྛ
఩
໵（
同
）

˜
দ
本
真
ೋ（
同
）̃
౻
井

）ܚ
同
）̃
໼
ౢ
真
໵（
ト
ー

΢
ン
Ｊ
̙
・
൘
橋
）
˜
໼
野

݈
一（
ಙ
ؙ
商
運
・
൘
橋
）̃

٠
஑
ಞ（
茂
࿊
運
送
・
࿅
അ
）

˜
ࠤ
౻
（ޭ
同
）̃
ࠤ
౻
秋
夫

（
同
）̃
௰
Ԭ
৴
一（
同
）̃
定

ํ
ल
夫（
定
ํ
運
送
・
北
）̃

中
村
݈
（࢘
田
口
運
送
・
北
）

˜
ബ
井
国
夫（
東
京
෱
山
通

運
・
北
）̃
平
野
高
）ࢤ
෱
山

通
運
・
深
川
）̃
ୌ
沢
३（
ݹ

川
商
事
運
輸
・
多
摩
）
˜
क

ॏ
ण
඙（
千
୅
田
運
輸
・
多

摩
）̃
梅
澤
ஐ
ਔ（
多
摩
運

送
・
多
摩
）
˜
ٱ
保
ӫ（
同
）

˜
ߥ
井
ஐ
之（
同
）
˜
高
木

৻
治（
同
）̃
中
村
和
夫（
同
）

˜
平
原
和
昭（
同
）̃
Ԭ
江
ୢ

໵（
東
京
Ϣ
ニ
オ
ン
物
流
・

多
摩
）
˜
ॾ
井
ܚ
ೋ（
同
）̃

川
㟒
༟
治（
同
）̃
஛
中
ོ
ਖ਼

（
同
）̃
島
田
新
（࣍
同
）̃
白

山
Ӷ
治（
同
）̃
ྛ
ޫ
一（
同
）

౦
τ
ڠ
ؔ
܎
3ù
ਓ
͕
ड
৆

自動車運転者表彰ؔӡہ
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˔
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協

会
、
東
京
都
ٞ
会
の
自
由
民

ओ
ౘ
・
ެ
明
ౘ
・
都
民
フ
Ỹ

ー
ス
ト
の
会
に
対
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
令
和
８
年
度「
東
京

都
へ
の
特
別
要
๬
」
を
ఏ
出

す
る（
２
日
）

˔
関
東
ト
ラ
ッ
ク
協
会
、

ಢ
木
ݝ
Ӊ
都
ٶ
市
の
ラ
イ
ト

キ
ュ
ー
ϒ
Ӊ
都
ٶ
で
、
令
和

７
年
度
・
第
ýÿ
回
事
業
者
大

会
を
開
催
し
、
関
東
１
都
７

ݝ
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
か
ら
約
４

０
０
人
が
参
加
す
る（
12
日
）

˔
東
ト
協
、ौ
୩
区・୅
々

木
ެ
園
で「
ト
ラ
ッ
ク
フ
ỻ

ス
タ
Ｔ
̤
Ｋ
̮
̤
２
０
２

５
～
਌
子
で
体
験
҆
全
と

؀
ڥ
～
」
を
開
催
す
る
。
気

温
30
℃
を
௒
え
る
中
、
਌
子

連
れ
を
は
じ
め
ࡢ
年
を
௒
え

る
約
１
万
４
０
０
０
人
が
来

場
す
る（
14
日
）

˔
関
東
運
輸
局
、「
関
東
地

域
事
業
用
自
動
車
҆
全
施

ࡦ
２
０
２
５
」
を
ࡦ
定
す
る

（
1ý
日
）

˔
東
ト
協
、
中
ԝ
自
動
車

道
石
川
̥
（̖
上
り
線
）で
、

ܯ
ࢹ
ி
高
଎
道
࿏
交
通
ܯ
察

ୂ
に
よ
る
秋
の
全
国
交
通
҆

全
運
動
に
൐
う
合
同
街
಄
׆

動
に
参
加
す
る（
22
日
）

˔
東
ト
協
環
境
委
員
会
、

令
和
７
年
度
第
１
回
ҕ
һ
会

を
開
催
し
、
؀
ڥ
の
保
全
に

関
す
る
事
業
の
؀
ڥ
改
善
ଅ

進
事
業
、
グ
リ
ー
ン
・
エ
ί

プ
ロ
δ
ỻ
ク
ト
事
業
の
進
௙

状
況
を
報
告
す
る（
22
日
）

˔
東
ト
協
各
支
部
、
秋
の

全
国
交
通
҆
全
運
動
期
間
中

の
９
月
24
日
を
街
಄
指
ಋ
׆

動「
౷
一
࣮
施
日
」と
し
て
、

1Ā
ࢧ
部
が
歩
調
を
合
わ
せ
て

交
通
҆
全
や
事
ނ
๷
ࢭ
を
ݺ

び
か
け
る（
24
日
）

˔
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

女
性
部
会
、
新
॓
区
の
京
Ԧ

プ
ラ
β
ϗ
テ
ル
で
令
和
７
年

度「
全
国
研
म
会
～
ً
け
ʂ

女
ੑ
の
ύ
ϫ
ー
物
流
の
ະ

来
へ
～
」
を
開
催
。
全
国
33

の
女
ੑ
૊
織
ϝ
ン
ό
ー
が
多

数
参
加
す
る（
2ý
日
）

˔
東
ト
協
経
営
教
育
委
員

会
、
令
和
７
年
度
第
１
回
ҕ

һ
会
を
開
催
し
、
経
営
改
善

対
ࡦ
、
人
材
ཆ
成
の
֤
事
業

の
進
め
ํ
、
今
年
度
の
輸
送

૬
談
・
ۤ
情
ॲ
理
へ
の
取
り

૊
み
状
況
な
ど
を
৹
ٞ
す
る

（
2Ā
日
）

˔
国
土
交
通
省
、
大
型
車

の
車
ྠ
୤
མ
事
ނ
๷
ࢭ
に
܎

る「
令
和
７
年
度
ۓ
急
対
ࡦ
」

の
࣮
施
に
つ
い
て
、
全
ト
ڠ

な
ど
自
動
車
関
܎
ஂ
体
に
通

知
し
、
๷
ࢭ
対
ࡦ
に
ੵ
極
的

に
取
り
૊
む
よ
う
求
め
る

（
30
日
）

ް
生
労
ಇ
ল
は
、
ຖ
年
11

月
を「
過
労
死
౳
๷
ࢭ
ܒ
ൃ

月
間
」と
し
、「
過
労
死
౳
๷

ࢭ
対
ࡦ
ਪ
進
γ
ン
ポ
δ
΢

ム
」
や「
過
ॏ
労
ಇ
解
ফ
キ

Ỿ
ン
ペ
ー
ン
」
を
࣮
施
す
る

と
と
も
に
、
ܒ
ൃ
ポ
ス
タ
ー

（
写
真
）の
掲
示
な
ど
多
様
な

ഔ
体
を
׆
用
し
、
国
民
に
向

け
て
प
知
・
ܒ
ൃ
を
ਤ
る
。

γ
ン
ポ
δ
΢
ム
で
は
、
過

労
死
Ҩ
族
の
ํ
の
体
験
談
や

ϝ
ン
タ
ル
ϔ
ル
ス
の
ઐ
໳
Ո

な
ど
に
よ
る
講
ԋ
を
行
い
、

ʗ
イ
イ
ϊ

ϗ
ー
ル
）、

同
2ý
日
に
東
京
会
場（
๛
島

区
ʗ
Ｔ
Ｋ
̥
஑
ା
カ
ン
フ
Ỹ

レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
）で
そ
れ

ぞ
れ
開
催
す
る
。
参
加
අ
は

ແ
ྉ
。

ま
た
、「
過
ॏ
労
ಇ
解
ফ

キ
Ỿ
ン
ペ
ー
ン
」
と
し
て
、

使
用
者
ஂ
体
や
労
ಇ
૊
合
に

対
し
て
ް
労
大
ਉ
名
で
ڠ
力

要
੥
を
行
う
ほ
か
、
都
道
෎

ݝ
労
ಇ
局
長
が
、
地
域
に
お

い
て
長
時
間
労
ಇ
࡟
減
に
向

け
て
ੵ
極
的
に
取
り
૊
ん
で

い
る
企
業
へ
৬
場
訪
問
な
ど

を
行
い
、
長
時
間
労
ಇ
࡟
減

に
向
け
た
取
り
૊
み
事
ྫ
を

ऩ
集
し
、広
く
紹
介
す
る
。

ま
た
、
長
時
間
労
ಇ
の
ੋ

ਖ਼
や
賃
ۚ
不
෷
い
残
業
な
ど

の
解
ফ
に
向
け
た
ॏ
఺
的
な

؂
ಜ
指
ಋ
を
࣮
施
し
た
り
、

全
国
一
੪
の
ແ
ྉ
ి
話
૬
談

「
過
ॏ
労
ಇ
解
ফ
૬
談
ダ
イ

ヤ
ル
」（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０

１
２
０
・
７
９
４
・
７
１
３
）

を
開
設
し
、
労
ಇ
ج
準
؂
ಜ

׭
が
૬
談
に
対
Ԡ
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
10
月
か
ら
来

年
１
月
に
か
け
て「
過
ॏ
労

ಇ
解
ফ
の
た
め
の
セ
ミ
ナ

ー
」
を
、
全
国
4þ
か
所
で
現

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会

（
ࣉ
Ԭ
洋
一
会
長
）は
10
月

15
日
、
新
ׁ
市
内
の
ग
࡝
ϝ

ッ
セ
新
ׁ
ί
ン
ベ
ン
γ
ἀ
ン

セ
ン
タ
ー
で
第
30
回
全
国
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
大
会
を

開
催
し
、「
ト
ラ
ッ
ク
ద
ਖ਼

化
ೋ
๏
が
࣮
ޮ
ੑ
を
も
っ
て

ػ
能
す
る
た
め
業
界
の
ӥ
ஐ

と
総
力
の
結
集
」「
ܰ
༉
Ҿ
取

税
࢑
定
税
཰
の
ഇ
ࢭ
」「
運
輸

事
業
ৼ
ڵ
助
成
交
෇
ۚ
制
度

の
ҡ
持
」「
ܰ
༉
Ձ
格
カ
ル
テ

ル
の
ప
ఈ
的
解
明
」
な
ど
、

12
߲
目
の
大
会
ܾ
（ٞ
別
掲

参
照
）を
行
っ
た
。

全
体
会
ٞ
で
は
、
ओ
催
者

を
୅
ද
し
て
あ
い
さ
つ
に
立

っ
た
ࣉ
Ԭ
会
長
は
、「
今
年

６
月
４
日
に
ྺ
࢙
的
な
ス
ϐ

ー
ド
で
可
ܾ
・
成
立
し
た
ద

ਖ਼
化
ೋ
๏
は
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
に
と
っ
て
ඇ
ৗ
に
ૉ
੖

ら
し
い
も
の
。
同
๏
で
示
さ

れ
た
内
༰
を
࣮
現
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
業
界
を
取
り

巻
く
ܠ
色
が
一
変
す
る
こ
と

を
感
じ
て
い
る
。
今
後
も
同

๏
の
ԁ
滑
な
施
行
に
向
け
、

全
力
で
取
り
૊
ん
で
い
き
た

い
」と
し
、「
今
後
も
会
һ
フ

Ỹ
ー
ス
ト
、
業
界
フ
Ỹ
ー
ス

ト
ど
真
ん
中
で
、
ܾ
し
て
ぶ

れ
る
こ
と
な
く
、
業
界
の
か

過
労
死
౳
の
現
状

や
՝
題
、
๷
ࢭ
対

ࡦ
に
つ
い
て
ߟ
え

る
。
全
国
4þ
都
道

෎
ݝ
4ÿ
会
場
で
࣮

施
が
予
定
さ
れ
、

都
内
で
は
11
月
５

日
に
東
京
中
ԝ

会
場（
千
୅
田
区

国
土
交
通
ল
は
10
月
23

日
、
千
୅
田
区
の
国
交
ল
10

֊
ڞ
用
大
会
ٞ
ࣨ
で
、
令
和

７
年「
自
動
車
関
܎
ޭ
労
者

大
ਉ
ද
জ
ࣜ
」
を
開
催
し
、

֤
分
野
で
ޭ
੷
の
あ
っ
た
事

業
者
・
運
転
者
な
ど
合
わ
せ

て
２
５
６
人
・
１
ஂ
体
を
ද

জ
し
た
。

貨
物
運
送
関
܎
受
৆
者

は
Ā0
人
で
、
こ
の
う
ち
東
京

都
ト
ラ
ッ
ク

ڠ
会
関
܎
で

は
目
ࠇ
ࢧ
部

長
の
土
屋
ल

明
ࢯ
を
は
じ

め
、
ޭ
労
者
11
人
、
運
転
者

４
人
の
合
わ
せ
て
15
人
が
受

৆
。
୅
ද
し
て
、
大
分
ݝ
ト

ラ
ッ
ク
ڠ
会
長
の
஥
ߒ
ࢯ
が

ۚ
子
ګ
之
国
交
大
ਉ
か
ら
ද

জ
状
を
受
ྖ
し
た
。

ද
জ
ࣜ
で
は
、
ۚ
子
大
ਉ

が
ࣜ
ࣙ
を
述
べ
、「
੓
෎
を

ڍ
げ
て
ಇ
き
ํ
改
ֵ
、
ద
ਖ਼

運
賃
の
࣮
現
を
は
じ
め
、
取

Ҿ
؀
ڥ
の
ద
ਖ਼
化
な
ど
に
全

力
で
取
り
૊
ん
で
い
く
。
皆

様
に
は
わ
が
国
の
自
動
車
関

܎
分
野
の
ൃ
展
の
た

め
、
֤
分
野
で
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
׆
༂
し

て
ほ
し
い
」
と
受
৆

者
の
ӫ
༪
を
た
た
え

た
。東

ト
ڠ
関
܎
の
受

৆
者
は
࣍
の
通
り

（
ܟ
শ
ུ
、
カ
ッ
ί

内
は
会
社
名
・
ࢧ
部

名
）。

ợ
功
労
者
Ụ

∁
取
良
༤（
東
新

ト
レ
ー
ラ
ー
エ
キ
ス

プ
レ
ス
・
ߓ
）
˜
片
૔
ٛ
ஐ

（
̙
Ｒ
Ｉ
̫
̚
Ｎ
̚
Ｔ
・
大

じ
取
り
を
進
め
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。
続
い
て
、

開
催
地
ϒ
ロ
ッ
ク
の
小
ྛ
和

உ
北
陸
৴
ӽ
ϒ
ロ
ッ
ク
ト
ラ

ッ
ク
ڠ
会
長（
新
ׁ
ݝ
ト
ラ

ッ
ク
ڠ
会
長
）が
׻
迎
の
あ

い
さ
つ
を
述
べ
た
。

こ
の
後
、
大
会
で
は「
ト

ラ
ッ
ク
ద
ਖ਼
化
ೋ
๏
施
行
に

向
け
て
の
期
待
」
を
テ
ー
マ

に
γ
ン
ポ
δ
΢
ム
を
開
催
。

流
通
経
ࡁ
大
学
流
通
情
報
学

部
の
大
島
߂
明
ڭ
त
が
ί
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、
国

土
交
通
ল
の
ࡾ
ྠ
田
༏
子
物

流
・
自
動
車
局
貨
物
流
通
事

業
՝
長
、
ಡ
ച
新
聞
東
京
本

社
の
ࠤ
々
木
達
໵
ฤ
集
ҕ

һ
、
全
国
交
通
運
輸
労
ಇ
૊

合
総
連
合
の
織
田
ਖ਼
߂
中
ԝ

ࣥ
行
ҕ
һ
長
、
日
本
̥
̢
Ｉ

ί
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
小
ࡔ

真
߂
୅
ද
取
క
役
、
全
ト
ڠ

の
小
ྛ
෭
会
長（
総
຿
ҕ
һ

長
）の
５
ࢯ
が
ύ
ネ
リ
ス
ト

を
຿
め
た
。

ద
ਖ਼
化
ೋ
๏
を
有
ޮ
化
し

て
い
く
た
め
に
は
、「
ڞ
通

の
目
的
」と「
ڞ
通
の
理
解
」

が
ඇ
ৗ
に
ॏ
要
と
し
、
ඞ
要

ੑ
・
࣮
ޮ
ੑ
の
あ
る
使
い
や

す
い
制
度
設
計
、
社
会
や
荷

ओ
へ
の
प
知
ప
ఈ
、
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
と
し
て
の
自

助
౒
力
が
ඞ
要
と
ま
と
め
た
。

さ
ら
に
、
記
念
講
ԋ
会
の

後
、
全
体
会
ٞ
を
再
開
し
、

12
߲
目
の
取
り
૊
み
を
盛
り

込
ん
だ
大
会
ܾ
ٞ
を
࠾
୒
。

Ҿ
き
続
き
、
国
交
ল
物
流
・

自
動
車
局
の
石
原
大
局
長
と

新
ׁ
ݝ
の
Ֆ
֯
英
世
知
事
が

来
ෂ
と
し
て
あ
い
さ
つ
し
、

最
後
に
参
加
者
全
һ
で
ガ
ン

ό
ロ
ー
ί
ー
ル
を
行
っ
た
。

な
お
、
࣍
回
大
会
は
広
島

ݝ
෱
山
市
で
開
催
す
る
予
定
。

田
）
˜
ࠇ
澤
ప
໵（
加
納
屋

運
送
・
世
田
୩
）
˜
土
屋
ल

明（
自
由
ヶ
ٰ
運
送
・
目
ࠇ
）

˜
田
ᬒ
一
࿠（
や
よ
い
運
送・

杉
並
）
˜
∁
橋
༤
太（
ୋ
の

Ӌ
運
輸
・
北
）̃
ۅ
生
）ݦ
東

京
ۅ
生
運
輸
・
深
川
）
˜
真

田
）ߒ
マ
ル
ί
運
輸
・
๽
田
）

˜
দ
下
章
一（
দ
下
運
送
・

江
戸
川
）
˜
長
澤
߁
成（
長

澤
運
送
・
葛
飾
）
˜
山
川
英

உ（
山
川
運
輸
・
多
摩
）

ợ
運
転
者
Ụ

ࠤ
々
木
ਖ਼
人（
東
京
෱
山

通
運
・
北
）̃
ࡉ
֋
੟
一（
田

口
運
送
・
北
）̃
੺
஑
（֮
̙

Ｎ
̥
ロ
δ
ス
テ
ィ
ク
ス・北
）

˜
石
井
和
茂（
ࡾ
੕
・
運
送

・
多
摩
）

地
開
催
す
る
ほ
か
、
オ
ン
ラ

イ
ン
セ
ミ
ナ
ー（
全
10
回
）

を
開
催
す
る
。
ま
た
、
特
別

企
画「
業
຿
ޮ
཰
化
セ
ミ
ナ

ー
」
も
オ
ン
ラ
イ
ン
配
৴
で

開
催
す
る
。

ৄ
ࡉ
は
、
ް
労
ল
ϗ
ー
ム

ペ
ー
δ
を
参
র
。

˖݄̕෼˖

過
重
労
働
の
解
消
に
向
け
て

11月は過労死等防止啓発月間厚労省

適正化二法へ総力を結集

暫
定
税
率
の
廃
止
、交
付
金
の
維
持
な
ど
を
決
議

［ 大会決議 ］
○トラック適正化二法が実効性をもって機能す
るため業界の叡智と総力を結集しよう
○軽油引取税の暫定税率の廃止を実現しよう
○運輸事業振興助成交付金制度を維持しよう
○軽油価格カルテルを徹底的に解明させよう
○商慣行の見直しならびに長時間労働の是正と
取引環境の改善を図ろう
○交通事故、飲酒運転および労災事故を根絶し
よう
○適正化事業の推進による法令遵守の徹底を図
ろう
○トラック・物流ＧメンとＧメン調査員の連携に
よる荷主対策の深度化を図ろう
○高速道路料金の割引の拡充および重要物流
道路等広域道路ネットワークの整備、駐車ス
ペースや休憩施設の整備・拡充を実現しよう
○良質なドライバーの人材確保に向けて賃上げ
を実現しよう
○カスハラ等の撲滅などによりドライバーの社
会的評価の向上を図ろう
○新技術を活用した物流ＤＸおよび効率化を推
進しよう

東ト協関係15人が受賞

自
動
車
関
係

功
労
者
大
臣
表
彰

国交省

事業者大会全ト協
第30回
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「
２
０
２
４

年
問
題
」
と
し

て
近
年
、
ト
ラ

ッ
ク
の
輸
送
能

力
不
足
が
心
配

さ
れ
て
き
た
が
、
肝
心
の

輸
送
需
要
の
動
向
が
気
が

か
り
な
状
況
に
な
り
つ
つ

あ
る
◆
Ｎ
Ｘ
総
合
研
究
所

の
貨
物
輸
送
見
通
し
（
改

訂
）
に
よ
れ
ば
、
今
年
の

国
内
貨
物
総
輸
送
量
は
と

う
と
う
40
億
㌧
を
割
り
込

む
と
予
測
。
こ
の
う
ち
営

業
用
ト
ラ
ッ
ク
の
輸
送
量

は
前
年
比
１
・
３
％
減
少

し
、
４
年
連
続
の
マ
イ
ナ

ス
と
な
る
見
込
み
◆
芳
し

く
な
い
デ
ー
タ
が
も
う
１

つ
。
ス
ポ
ッ
ト
輸
送
の
マ

ッ
チ
ン
グ
を
行
う
Ｗ
ｅ
ｂ

Ｋ
Ｉ
Ｔ
で
は
、
荷
物
情
報

（
求
車
）
件
数
が
９
月
も

前
年
同
月
を
下
回
り
、
６

か
月
連
続
の
減
少
。
成
約

運
賃
指
数
は
４
年
３
か
月

ぶ
り
に
前
年
同
月
を
下
回

っ
た
◆
こ
う
し
た
需
要
減

退
の
兆
候
は
、
運
賃
の
上

昇
傾
向
に
水
を
差
し
か
ね

な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で

運
賃
改
善
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
を
緩
め
る
べ
き
で
は
な

い
だ
ろ
う
。
以
前
よ
り
上

が
っ
た
と
は
い
え
、
と
て

も
満
足
の
い
く
水
準
と
は

思
え
な
い
か
ら
だ
◆
運
転

者
の
高
齢
化
問
題
も
あ

り
、
近
い
将
来
、
深
刻
な

人
手
不
足
状
態
に
陥
る
お

そ
れ
が
あ
る
。
そ
う
し
た

事
態
を
回
避
す
る
た
め
に

は
待
遇
改
善
が
急
が
れ

る
。
そ
の
原
資
確
保
に
向

け
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

強
い
姿
勢
で
運
賃
交
渉
を

進
め
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
。

葛西臨海水族園
住所：江戸川区臨海町6-2-3（JR京葉線葛西臨海公園駅下車徒歩5分）
開園時間：9:30 ～ 17:00（入園は16:00まで）
休園日：水曜日（祝日・都民の日・振替休日の場合はその翌日）、年末年始
入場料：一般700円、小学生以下、都内在住・在学の中学生は無料
無料開園日：みどりの日（5/4）、都民の日（10/1）、開園記念日（10/10）

江
戸
川
区
に
あ
る
葛
西

臨
海
水
族
園
は
、
東
京
湾

の
海
辺
に
立
つ
ガ
ラ
ス
ド

ー
ム
が
印
象
的
な
都
立
の

水
族
館
で
す
。館
内
で
は
、

ク
ロ
マ
グ
ロ
が
群
れ
を
な

し
て
泳
ぐ
ド
ー
ナ
ツ
型
の

大
水
槽
を
は
じ
め
、
太
平

洋
、イ
ン
ド
洋
、大
西
洋
、

深
海
、
さ
ら
に
は
北
極
海

や
南
極
海
の
海
を
テ
ー
マ

ご
と
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

迫
力
あ
る
ク
ロ
マ
グ
ロ

風
を
受
け
な
が
ら
、
陸
上
や

水
中
で
の
ペ
ン
ギ
ン
の
様
子

都
会
で
楽
し
む
海
の
世
界

葛
西
臨
海
水
族
園

を
観
察
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。ま

の
群
泳
や
、美
し
い
サ
ン
ゴ

礁
の
展
示
な
ど
、
ま
る
で

自
然
の
海
に
潜
り
込

ん
だ
か
の
よ
う
な
臨

場
感
が
魅
力
で
す
。

屋
外
に
は
国
内
最
大

級
の
ペ
ン
ギ
ン
の
展

示
施
設
が
あ
り
、
潮

た
、東
京
湾
や
日
本
近
海
の

魚
も
多
く
展
示
さ
れ
て
お

り
、
普
段
食
卓
に
並
べ
ら
れ

る
よ
う
な
馴
染
み
深
い
魚
を

目
に
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

現
在
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工

事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
隣

接
地
に
新
た
な
水
族
園
が
建

設
中
で
す
。
２
０
２
８
年
９

月
に
オ
ー
プ
ン
予
定
で
、
入

口
の
ガ
ラ
ス
ド
ー
ム
は
そ
の

ま
ま
保
存
さ
れ
る
計
画
の
よ

う
で
す
。

て
知
ら
れ
、
こ
こ
の
酒
蔵
見
学

は
人
気
が
あ
り
ま
す（
要
予
約
）。

小
澤
酒
造
は
、１
７
０
２（
元

禄
15
）年
に
は
酒
造
り
を
し
て

い
た
記
録
が
あ
り
、
当
時
建
て

ら
れ
た
蔵
が
現
在
も
貯
蔵
庫
と

し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

蔵
は
土
蔵
造
り
で
、
中

の
温
度
は
夏
で
も
最
高
で

25
℃
く
ら
い
に
保
た
れ
、

冬
も
５
℃
を
下
回
ら
ず
、

急
激
な
温
度
変
化
に
弱
い

日
本
酒
を
良
好
な
状
態
で

保
存
で
き
る
と
の
こ
と
。

敷
地
内
で
は
、
酒
造
り
に
使

う
井
戸
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま

今
回
は
多
摩
川
沿

い
の
酒
蔵
め
ぐ
り
を

し
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
青
梅
市

の
山
間
に
あ
る
小
澤

酒
造
。日
本
酒「
澤
乃

井
」
の
醸
造
元
と
し

満
自
慢
」
な
ど
を
醸
造

し
て
い
ま
す
。
敷
地
内

に
は
、
明
治
期
に
酒
造

り
用
に
建
築
し
た
国
登

録
有
形
文
化
財
の
土
蔵

や
樹
齢
７
０
０
年
の
ケ

ヤ
キ
の
御
神
木
も
あ

り
、
神
社
仏
閣
を
感
じ

さ
せ
る
よ
う
な
、
静
か

な
た
た
ず
ま
い
で
す
。

こ
こ
で
も
利
き
酒
が
楽

し
め
ま
す
。

ま
た
、
敷
地
内
で
は

地
ビ
ー
ル
も
醸
造
し
て
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新酒の秋がやってくる

多摩川沿いの酒蔵散歩す
。
雨
水
が
岩
盤
を
縫
っ
て
湧

き
出
す
澄
ん
だ
水
は
、
ミ
ネ
ラ

ル
を
多
く
含
む
中
硬
水
だ
そ
う

で
す
。
見
学
後
は
お
待
ち
か
ね

の
利
き
酒
で
、
秋
限
定
の「
ひ

や
お
ろ
し
」と
い
う
お
酒
が
格

別
で
し
た
。

道
を
挟
ん
だ
場
所
に
あ
る

「
清
流
ガ
ー
デ
ン
澤
乃
井
園
」

で
利
き
酒
の
続
き
を
楽
し
み
な

が
ら
、
多
摩
川
を
眺
め
つ
つ
の

ん
び
り
過
ご
す
の
が
お
す
す
め

で
す
。

も
う
一
つ
は
、
拝
島
駅
か
ら

歩
い
て
20
分
ほ
ど
の
石
川
酒

造
。
こ
こ
で
は
、
日
本
酒「
多

お
り
、
隣
接
す
る
イ
タ
リ
ア
ン

レ
ス
ト
ラ
ン
で
味
わ
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス

で
グ
ラ
ス
を
傾
け
な
が
ら
過
ご

す
時
間
は
、何
と
も
贅
沢
で
す
。

今
回
、
取
材
日
が
ち
ょ
う
ど

蔵
開
き
の
直
前
で
、
残
念
な
が

ら
今
年
の
新
酒
に
は
出
会
え
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
ま
も
な
く
酒

蔵
に
は
青
々
と
し
た
杉
玉
が
飾

ら
れ
、
新
酒
の
季
節
の
訪
れ
を

知
ら
せ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
も
、
新
酒
の
香
り
が

漂
う
秋
に
、
酒
蔵
散
歩
に
出
か

け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

究
の
結
果
、
最
終
的
に
青
梅
説
が
定

着
し
た
と
さ
れ
る
。

ま
た
、
青
梅
市
の
「
昭
和
レ
ト
ロ

商
品
博
物
館
」
に
は
、
作
品
を
テ
ー

マ
に
し
た
「
雪
女
の
部
屋
」
が
設
け

ら
れ
、
雪
女
の
姿
や
物
語
の
場
面
を

再
現
し
た
人
形
、「
雪
女
」
に
関
す
る

記
事
や
写
真
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い

る
。
館
内
に
は「
雪
お
ん
な
縁
の
地
」

と
書
か
れ
た
色
紙
も
掲
示
さ
れ
、
幻

想
的
な
世
界
を
伝
え
て
い
る
。

舞
台
が
青
梅
と
判
明
し
た
こ
と

で
、『
雪
女
』
は
日
本
を
舞
台
と
し
た

八
雲
の
創
作
作
品
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
た
が
、「
で
は
伝
承
文
学
と
は

何
か
？
」
と
い
う
問
題
が
残
っ
た
。

特
に
民
話
で
は
、
口
承（
言
い
伝
え
）

に
よ
る
伝
達
を
想
起
さ
せ
る
が
、
文

章
で
語
り
継
が
れ
て
い
く
時
、
そ
れ

も
伝
承
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
雪
女
」
が
ど
の
よ
う
に
し
て
日

本
の
民
話
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て

き
た
の
か
、
そ
の
答
え
の
手
が
か
り

は
、
も
し
か
す
る
と
青
梅
の
街
に
潜

ん
で
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う

思
い
、
妖
怪
マ
ッ
プ
を
片
手
に
、
青

梅
の
妖
怪
た
ち
の
足
跡
を
た
ど
っ
て

み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

長
い
年
月
を
経
て
巳
之
吉
は
思
わ
ず

口
を
滑
ら
せ
て
し
ま
い
、
物
語
は
終

局
を
迎
え
る
。

舞
台
と
な
っ
た
渡
し
場
は
、
青
梅

市
千
ヶ
瀬
町
５
丁
目
、
Ｊ
Ｒ
青
梅
駅

か
ら
徒
歩
10
数
分
ほ
ど
の
、
多
摩
川

の「
調
布
橋
」
近
く
に
あ
っ
た「
千
ヶ

瀬
の
渡
し
」と
さ
れ
る
。こ
の
一
帯

は
、か
つ
て
織
物
が
盛
ん
な
地
域
だ

っ
た
。１
８
８
９（
明
治
22
）
年
の
町

村
制
施
行
の
際
、上
長
渕
、下
長
渕
、

友
田
、河
辺
、千
ヶ
瀬
、駒
木
野
の
６

つ
の
村
が
、
織
物
に
ち
な
み
「
調
布

村
」
と
し
て
村
制
に
移
行
し
た
。
架

橋
さ
れ
る
前
は
、
人
々
が
こ
の
渡
し

を
使
っ
て
多
摩
川
を
往
来
し
、
五
日

市
と
青
梅
を
結
ん
で
い
た
と
い
う
。

地
名
の「
調
布
」
は
、律
令
制
度
の

税
で
あ
る「
租（
米
穀
）・
庸（
労
役
）・

東
京
・
青
梅
市
で
、
地
域

に
伝
わ
る
妖
怪
や
伝
説
を
テ

ー
マ
に
し
た
体
験
型
イ
ベ
ン

ト
が
11
月
30
日
ま
で
開
催
し

て
い
る
。
昔
話
や
民
話
が
数

多
く
残
る
青
梅
の
街
を
舞
台

に
、
妖
怪
や
伝
説
の
ゆ
か
り

の
地
を
探
し
歩
き
な
が
ら
楽

し
む
参
加
型
企
画
。
Ｊ
Ｒ
青

梅
線
の
河
辺
駅
～
御
嶽
駅
ま

で
の
広
い
エ
リ
ア
に
、
雪
女

や
待
ち
伏
せ
オ
オ
カ
ミ
、
テ

調（
特
産
物
）」

の
う
ち
、「
調
」

と
し
て
納
め
ら

れ
た
布（
多
摩

川
で
晒
し
た
手

作
り
の
布
）に

由
来
す
る
。
こ

れ
は『
万
葉
集
』

の
東
歌
「
多
摩

川
に
さ
ら
す
手

作
り
さ
ら
さ
ら

に
何
ぞ
こ
の
児

の
こ
こ
だ
愛
し

き
」（
巻
14
・
第

３
３
７
３
）で

知
ら
れ
る
「
調

ン
マ
ル
、
デ
イ
ダ
ラ
ボ
ッ
チ
な
ど
、

青
梅
ゆ
か
り
の
妖
怪
た
ち
が
30
か
所

の
ス
ポ
ッ
ト
で
参
加
者
を
出
迎
え
る
。

青
梅
を
舞
台
に
し
た
伝
説
の
１
つ

が
、
小
泉
八
雲（
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・

ハ
ー
ン
）の『
雪
女
』
で
あ
る
。
八
雲

は
明
治
期
の
文
学
者
で
、
著
作
は
英

語
で
書
か
れ
、
欧
米
に
お
け
る
日
本

理
解
に
大
き
く
寄
与
し
た
。
現
在
、

放
送
中
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説

『
ば
け
ば
け
』
は
、
八
雲
の
妻
セ
ツ
を

モ
デ
ル
に
し
た
、
怪
談
を
愛
し
た
夫

婦
の
物
語
だ
。

「
雪
女
」
の
物
語
は
、
青
梅
市
の
調

布
橋
近
く
の
渡
し
場
か
ら
始
ま
る
。

年
老
い
た
木
こ
り
の
茂
作
と
若
者
の

巳
之
吉
が
吹
雪
に
遭
い
、
渡
し
場
の

番
小
屋
に
避
難
し
た
夜
の
こ
と
、
全

身
白
装
束
の
女
が
現
れ
る
。
息
を
吹

布
」を
特
産
と
し
た
こ
と
に
ち
な
み
、

同
由
来
を
持
つ
「
調
布
市
」
と
も
通

じ
る
。

八
雲
の
怪
談
は
、
有
名
な
『
耳
な

し
芳
一
』
の
よ
う
に
原
典
を
持
つ
再

話
作
品
が
多
い
。
講
談
社
学
術
文
庫

『
怪
談
・
奇
談
』
に
は
、
原
拠
が
明
確

な
作
品
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
他
に

も
伝
承
や
説
話
を
聞
い
て
作
品
化
し

た
も
の
、
日
本
を
舞
台
に
創
作
し
た

も
の
も
あ
る
。

そ
の
中
で
「
雪
女
」
は
原
拠
が
不

明
だ
が
、
英
語
版
の
序
文
に
「
武
蔵

国
西
多
摩
郡
調
布
村
の
農
民
の
言
い

伝
え
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
こ
と
か

ら
場
所
の
特
定
が
行
わ
れ
、
現
在
の

青
梅
市
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、青
梅
に
は「
雪
女
」
と
類

似
の
伝
承
が
残
っ
て
お
ら
ず
、「
で

は
舞
台
は
ど
こ
か
？
」
と
い
う
怪
談

め
い
た
謎
も
生
ま
れ
た
。
調
査
・
研

き
か
け
ら
れ
た

茂
作
は
凍
死
す

る
が
、
巳
之
吉
に

は
「
お
前
は
ま
だ

若
く
て
可
愛
い
か

ら
、
今
回
は
助
け

て
あ
げ
る
」
と
告

げ
、
今
夜
の
出
来

事
は
絶
対
に
他
言

し
な
い
よ
う
に
釘

を
刺
す
。
だ
が
、

雪
女
伝
説
の
舞
台
を
歩
く

伝
承
と
は
な
ん
だ
ろ
う

妖怪に会いたいなら青梅へ

「妖怪・伝説」イベントは11月30日まで。問い合わせ先は
青梅市シティプロモーション課（☎0428－22－1111）。

昭和レトロ商品博物館の
「雪女の部屋」の雪女像（絵）

雪女に関する記事等と物語
の展開を紹介する人形


